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令
和
６
年
は
、　

元
日
か
ら
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
上
越
市
内
で
は
、
国
道

８
号
が
通
行
止
め
と
な
っ
た
り
、
建
物
の
損
壊
や
床
下
浸
水
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
延
伸
や
「
佐さ

ど
渡
島
の
金
山
」
の
世
界
遺
産
登
録
が

決
定
し
、
私
た
ち
市
民
に
と
っ
て
も
大
変
喜
ば
し
い
出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
６
年

今
年
を
振
り
返
る

今
年
を
振
り
返
る

1月
能
登
半
島
地
震
が
発
生
︵
１
日
︶
❶

・
国
道
８
号
が
通
行
止
め
︵
１
月
27
日
解
除
︶

・
人
的
被
害︵
重
傷
１
人
、
軽
傷
５
人
︶

・
住
家
被
害
︵
全
壊
２
件
、
大
規
模
半
壊
９
件
、
半
壊
36
件
、

　
準
半
壊
23
件
、一
部
損
壊
１
２
７
１
件
、床
上
浸
水
１
件
、

　
床
下
浸
水
14
件
︶
な
ど

　
※
被
害
状
況
は
11
月
８
日
13
時
時
点
の
件
数

２月
灯
の
回
廊
を
開
催
︵
17
日
、
24
日
︶

3月
北
陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
︵
16
日
︶

第
99
回
高
田
城
址
公
園
観
桜
会
を
開
催︵
29
日
~
４
月
14
日
︶❷

4月
上
越
市
二は

た

ち
十
歳
を
祝
う
つ
ど
い
を
開
催︵
６
日
︶

安
塚
中
学
校
、浦
川
原
中
学
校
、大
島
中
学
校
が
統
合
し
、

東
頸
中
学
校
が
開
校︵
11
日
︶❸

上
越
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
を
執
行︵
21
日
︶

5月
コ
ウ
ノ
ト
リ︵
国
特
別
天
然
記
念
物
︶が
ふ
化︵
６
日
︶❹

地
域
協
議
会
委
員
に
任
命
書
を
交
付︵
８
日
︶❺

6月
第
25
回
高
田
城
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
を
開
催︵
2
日
︶

7月
第
１
回
上
越
自
転
車
ま
つ
り
を
開
催︵
13
日
~
14
日
︶❻

第
45
回
高
田
城
址
公
園
観
蓮
会
を
開
催︵
13
日
~
8
月
25
日
︶❼

※
４
年
ぶ
り
に
双そ

う

頭と
う

蓮れ
ん

が
発
見
さ
れ
る
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7月
小
山
作
之
助
生
誕
１
６
０
周
年
記
念

第
20
回
卯
の
花
音
楽
祭
を
開
催︵
15
日
︶

第
49
回
上
越
ま
つ
り
を
開
催︵
23
日
~
29
日
︶

「
佐さ

ど
渡
島
の
金
山
」
世
界
遺
産
登
録
決
定
︵
27
日
︶
❽

第
75
回
新
潟
県
消
防
大
会
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
ポ
ン
プ
車

操
法
の
部
で
上
越
市
消
防
団
上
越
方
面
隊
第
三
分
団
が
優

勝︵
28
日
︶❾

第
38
回
榊
原
康
政
公
ゆ
か
り
四
市
市
長
懇
談
会
を
開
催︵
30

日
︶

8月
直
江
津
港
に
外
航
航
路
と
直
結
す
る
内
航
フ
ィ
ー
ダ
ー
航

路
が
開
設︵
１
日
︶➓

カ
ウ
ラ
捕
虜
収
容
所
日
本
兵
集
団
脱
走
事
件
80
周
年
を
記
念
す

る
慰
霊
式
典
や
行
事
に
出
席
す
る
た
め
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア・カ

ウ
ラ
市
な
ど
を
訪
問︵
３
日
~
７
日
︶�

広
島
平
和
記
念
式
典
に
中
学
生
を
派
遣︵
５
日
~
7
日
︶�

第
99
回
謙
信
公
祭
を
開
催︵
23
日
~
25
日
︶�

み
ん
な
で
つ
な
ご
う 

な
お
え
つ 

う
み
ま
ち
ア
ー
ト
２
０
２

４
を
開
催︵
24
日
~
９
月
16
日
︶

10月
第
１
８
５
回
北
信
越
市
長
会
総
会
を
上
越
市
で
開
催︵
10
日

~
11
日
︶

上
越
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
︵
12
日
︶

第
15
回
え
ち
ご・く
び
き
野
１
０
０
㎞
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催︵
13

日
︶

第
19
回
越
後・謙
信
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
ま
つ
り
２
０
２
４
を
開
催

︵
19
日
~
20
日
︶
※
14
~
15
ペ
ー
ジ
参
照 

衆
議
院
議
員
総
選
挙
お
よ
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審

査
を
執
行
︵
27
日
︶

11月
第
５
回
こ
し
の
く
に
国
府
サ
ミ
ッ
ト
in
上
越
を
開
催︵
９
日
︶

※
14
~
15
ペ
ー
ジ
参
照

第
41
回
上
越
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
綱
引
大
会
を
開
催
︵
17
日
︶

※
丸
数
字
に
対
応
す
る
写
真
を
参
照
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小山作之助の曲に小山作之助の曲に触れてみよう触れてみよう

　糸魚川出身の作詞家・相馬御
ぎょ

風
ふう

と共に、潟町青年会
のために作った曲です。「大変良い曲なので心を込め
て歌いなさい」とい
う作之助のメッセー
ジが青年会に届いた
といわれています。
作之助直筆の楽譜は
現在、額に保管し、
潟町町内会が所蔵し
ています。

『夏は来
き

ぬ』作之助の代表曲

　「卯の花の…」で始まるこの曲は、作之助が作曲
した曲の中で最も有名です。平成19年に発表された「日
本の歌百選」（文化庁・日本PTA全国協議会）にも
選出されているほか、日本を代表する唱歌として年
齢を問わず親しまれているこ
とや、地元出身の作曲家でも
あることから、令和７年３月
に開業10周年を迎える北陸新
幹線「上越妙高駅」の発車メ
ロディーに採用されています。

６月に見頃を迎える
卯の花

作之助直筆の譜面 『潟町青年團歌』
（潟町町内会所蔵）

『潟町青年團
だん

歌
か

』ふるさとに捧げた曲

「まちづくり大潟」のホームページ
では、作之助の代表曲を聞くこと
ができるリンクを掲載しています▶

ふるさとを離れ音楽の道へ

　作之助は、1864（文久３）年
に潟町村（現在の大潟区潟町）で
小山家の長男として生まれました。
1880（明治13）年に上京し、や
がて音楽の道を志し、東京音楽学
校（現東京芸術大学）の前身であ
る文部省音楽取

と り

調
しらべ

掛
がかり

に進み、音
楽について一生懸命学びました。

モダンなセンスを
取り入れた作曲家

　作之助は『夏は来
き

ぬ』、『吉野山』、
『漁業の歌』など多くの曲を作曲し、
生涯で手がけた曲は1,000以上に
も及びます。作之助の作品には、
日本古来の音楽を大切にしながら
も、西洋音楽の優れた要素を進ん
で取り入れるなど、新しい感覚と
工夫で作られた曲が多くあります。

日本音楽教育の母

　1887（明治20）年に文部省音
楽取調掛を卒業後、作之助は日本
最初の正式な音楽教師となりまし
た。作之助は旺盛な作曲活動を続
ける一方で、音楽教師の育成や音
楽教育の必要性も熱心に説いたこ
とから、「日本音楽教育の母」と
いわれるようになりました。

※「日本音楽教育の父」は伊
い

澤
さわ

修二

小山作之助って小山作之助ってどんな人？どんな人？ 年表はこちらから▶︎

小山作之助
（1864〜1927）

　今年は、音楽教育家・作曲家で、「日本音楽教育の母」といわれる小山作之
助が生まれてから160周年。今号は、大潟区出身で日本の音楽教育の発展に尽
力した作之助の功績と地域での顕彰の取り組みについて紹介します。

日本音楽教育の母日本音楽教育の母特集特集

小山小山作作
さ くさ く

之之
のの

助助
す けす け

生誕160周年生誕160周年
■問合せ…文化振興課（☎025-520-5628）
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小山作之助生誕160周年小山作之助生誕160周年
記念フェスタ

小山作之助の縁戚である杉田 玄
ふかし

氏
（大潟区杉田医院）による記念講演
後藤 丹

まこと

氏（上越教育大学名誉教授）
による小山作之助の楽曲紹介
地元合唱団などによる小山作之助の
代表曲の合唱
ゲストによる演奏

○

○

○

○

フェスタ内容

令和７年２月23日㊐・㊗午後１時30分
～４時・大潟コミュニティプラザ

とき・ところ

問合せ
大潟区総合事務所

（☎025-534-6808)

定員
100人（抽選）
※申し込み方法は広報上越令和７年
　１月号でお知らせします

花
音
楽
祭
」を
平
成
15
年
か
ら
開
催
す
る
ほ

か
、よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
作
之
助
に
つ

い
て
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

「
小
山
作
之
助
物
語
」を
発
行
す
る
な
ど
、顕

彰
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、作
之
助
が
愛
し
た
音
楽
で
地

域
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
く
と
と
も
に
、

作
之
助
が
大
潟
区
に
生
ま
れ
、偉
大
な
功

績
を
残
し
た
こ
と
を
若
い
世
代
に
も
伝
え

て
い
き
た
い
で
す
。
最
終
的
に
は
、市
内

各
地
で
作
之
助
の
曲
が
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　

作
之
助
に
つ
い
て
は
、「
小
山
作
之
助

記
念
資
料
室
」を
訪
れ
た
り
、「
小
山
作
之

助
物
語
」を
読
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
詳
し

く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に

作
之
助
の
功
績
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

小
山
作
之
助
の
功
績
を

音
楽
を
通
し
て
伝
え
て
い
き
た
い

小山作之助生誕160周年記念
事業実行委員会、
卯の花音楽祭実行委員会

平澤委員長

「
日
本
音
楽
教
育
の
母
」と
い
わ
れ

た
小
山
作
之
助
と
い
う
偉
大
な

人
物
が
上
越
の
出
身
で
あ
り
、そ
の
素
晴

ら
し
さ
を
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、今
年
、「
小
山
作
之
助
生
誕
１

６
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」を
設

立
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、「
夏
は
来
ぬ
」の

歌
詞
に
あ
る「
卯
の
花
」を
冠
し
た
、「
卯
の

小山作之助を小山作之助をもっと知ろうもっと知ろう

　資料室には、作之助の生涯と功績をまとめた写真パネルが
展示されているほか、直筆の日記、発表した唱歌集など、貴
重な資料が数多く展示されています。これら展示資料は、音
声による解説を聞くこともできます。入場は無料です。

▶ところ…大潟区コミュニティプラザ内（大潟区土底浜）
▶開　館…午前８時30分～午後10時
　　　　　※休館日＝12月29日㊐～令和７年１月３日㊎
▶問合せ…まちづくり大潟（☎025-534-6810）

　卯の花音楽祭実行委員会が「作之助についてもっと皆さんに知っ
てほしい」という思いから、小山作之助生誕150周年を記念して
発行した冊子です。作之助が音楽の道に進もうと思ったきっかけや、
真面目で勉強熱心だった作之助の人柄を紹介しています。市内の
図書館（分館を含む）で読むことができます。

『小山作之助物語』
文/堀川正

まさ
紀
のり
、山本栄

え
美
み

イラスト/小嶋秀男
編/卯の花音楽祭実行委員会

読む

小山作之助記念資料室訪れる

詳しくは
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雪に備えましょう
　大雪に見舞われた場合、市内各所で交通障害や、建物および農業
施設などへの被害が発生し、暮らしや経済活動に大きな影響が生じ
ます。本格的な雪のシーズンを迎えるに当たり、確認・協力してい
ただきたいポイントをまとめました。

道路除雪に関するお願い

除雪作業中の
事故にご注意を

大雪に備え 市民の皆さんから
ご協力いただきたいこと

⃝�飲食料、防寒着、燃料、常備薬などの備蓄品を準備
しましょう。
⃝�ごみ収集の休止に備え、ごみの減量にご協力ください。
⃝�町内会などにおいて、災害時の安否確認や除排雪の
支援が必要な世帯を把握し、日頃からの声かけや支
援体制を整えておきましょう。
⃝�農業用ハウスなどの倒壊を防ぐため、「降雪前に被
覆物を取り外す」または「小まめな除雪」をしましょう。

※�本紙11ページの冬場の停電や大雪による立ち往生への
備えもご覧ください。

■問合せ…道路課雪対策室（☎025-526-5111、
　　　　　内線 1614）または各総合事務所

　早朝除雪は、路面積雪深が
10cm以上に達した場合に出
動し、限られた時間で長距離
の除雪を行います。このため、
次のことにご協力をお願いし
ます。

 通常の降雪時

⃝�路上駐車や歩道を占用する駐車は行わないでく
ださい。
⃝�樹木や乗入用鉄板、消雪用ビニールホースを道
路に出したままにしないでください。
⃝�除雪車は運転席からの見通しが悪く、近づくの
は危険です。絶対に近づかないでください。
⃝�渋滞や事故につながるため、敷地内から雪を道
路に出さないでください。
⃝�除雪によって、玄関前や車庫前に残った雪は各
家庭や地域での処理をお願いします。
⃝�住宅地が浸水する恐れがあるため、農業用水路
へ投雪はしないでください。
⃝�除雪作業上危険な箇所、建物や塀が道路に接し
ている箇所、衝突や損傷の恐れのある箇所など
については、降雪前に各戸で目印となるポール
や赤い布などを設置するようお願いします。

 異常降雪時 （24時間で50cm程度以上の降雪があるとき）

⃝�異常降雪時は、道路の通行止めや車両の立ち往
生、公共交通機関の遅延や運休が発生すること
があるため、不要不急の外出は控えてください。
⃝�自動車で緊急に外出しなければいけないときは、
幅員の狭い道路や抜け道など、走行困難となる
恐れのある道路の通行は避けてください。
⃝�病院周辺などの重点路線から除雪を行うため、
生活道路の除雪は遅れる場合があります。

　昨年の冬は、市内で発生した除雪作業中の事故で、 
５人が軽傷を負いました。過去に起きた事故の中か
ら、２つの事例とその対策を紹介しますので、再確
認し、事故に遭わないよう十分注意してください。

屋根やはしごからの落下事故
⃝�滑りにくい履物や命綱、ヘルメットを着用しましょ
う。
⃝�はしごは、しっかりと固定し、屋根上に移動する
ときは特に注意しましょう。

除雪機の作業中による事故
⃝�除雪機の排雪口やオーガ（回転刃）に詰まった雪
を取り除くときは、必ずエンジンを止めて、手を
入れず、雪かき棒を使用しましょう。
⃝�作業中は、除雪機に人
が近づかないよう注意
し、除雪機から離れる
ときは必ずエンジンを
止めましょう。

■問合せ…危機管理課（☎025-520-5665）

12月のトピックス
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新潟地方気象台

テレビ局
ラジオ局

気象情報「特別警報・警報・注意報」
道路管理者（国・県）

県内 37 地点の気象情報など
県ホームページ【新潟県の雪情報】

新潟地方気象台ホームページ

雪情報

● 雪だるまのアイコンから道路除雪の状況、交通
　 情報などをまとめたページにアクセスできます
● 国道・県道・高速道路の交通情報などが見られる
　 サイトとリンクしています

上越市ホームページ

上越市安全メール
（事前登録が必要）

上越ケーブルビジョン

Yahoo!防災速報

市公式　LINE、X（旧Twitter）

エリアメール・緊急速報メール ※スマホ・携帯電話（一部機種を除く）
　で受信可能

防災ラジオ、戸別受信機

防災行政無線屋外拡声子局

消防団・ 消防署を通じた連絡（車による広報）

町内会・ 自主防災組織を通じた連絡

テレビ　　　　　　　　ラジオ

通常時は市政やイベントなどを、
大雪災害時は除雪情報などを発信します

リモコンの

ボタン
最新の気象情報などを
確認できます。

上越市役所

など

市民の皆さん

インターネット
を

使える人

携帯電話を
持っている人

登録または
契約

している人

上記の手段を
持って
いない人

防災ラジオ、
戸別受信機を
持っている人

FMじょうえつd

いろいろな手法で情報を収集しましょう

市道の道路除雪などに関する問合せ
集約先 集約元総合事務所

除雪対策本部
道路課雪対策室

（☎025-526-5111）

頸城区（☎025-530-2311）
三和区（☎025-532-2323）
名立区（☎025-537-2121）

浦川原区総合事務所
（☎025-599-2301）

安塚区（☎025-592-2003）
大島区（☎025-594-3101）

集約先 集約元総合事務所
柿崎区総合事務所
（☎025-536-2211）

大潟区（☎025-534-2111）
吉川区（☎025-548-2311）

板倉区総合事務所
（☎0255-78-2141）

牧　区（☎025-533-5141）
中郷区（☎0255-74-2411）
清里区（☎025-528-3111）

�　災害時にはさまざまな情報が発信されます。日頃から情報収集の手法を確認しておきましょう。
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市役所木田庁舎、総合事務所、南・北出張所で

年末に窓口を開きます
場所 開設窓口 手続きができる各種届け出など 問合せ

市
役
所
木
田
第
一
庁
舎

１
階

市民課

・住民異動届出（転出、転入、転居など）
　※�他市町村への照会が必要な場合や、転出証明書を持参しない�

特例転入は、手続きできない場合があります。
　※�手続内容によって、当日、住民票を交付することができない場

合があります。
　※マイナンバーカードの手続きはできません。

☎025-520-5685

・�住民票の写し（広域交付を除く）、印鑑登録証明書などの交付、
印鑑登録
　※�戸籍謄・抄本など（除籍、原戸籍を含む）は、システムが停止

するため、交付することができません。
☎025-520-5685

パスポート
センター
（市民課内）

・一般旅券（パスポート）の交付（受け取り）
　※�申請はできません。受け取りの際は、事前に収入印紙と金融機

関にて支払い済みの納付済証またはキャッシュレス決済手段を
ご準備ください。

☎025-520-5687

国保年金課
・国民健康保険の各種申請、相談 ☎025-520-5714
・国民年金の加入届、免除申請、学生納付特例申請、相談 ☎025-520-5716
・後期高齢者医療制度、老人医療費助成制度の各種申請、相談 ☎025-520-5717

福祉課 ・�障害者福祉に関する各種申請、相談
　※申請、相談の内容により即日対応ができない場合があります。 ☎025-520-5695

高齢者支援課 ・介護保険の各種申請 ☎025-520-5705
☎025-520-5706

・高齢者福祉サービスの相談 ☎025-520-5707

こども家庭
センター

・�児童手当、児童扶養手当、ひとり親家庭等医療費助成、子ども医
療費助成の各種申請、相談 ☎025-520-5726

・乳幼児健診、児童に係る予防接種の相談、母子健康手帳の交付 ☎025-520-5843

２
階
税務課 ・所得・資産・納税証明書の発行 ☎025-520-5649

収納課 ・�市税、介護保険料、後期高齢者医療保険料、保育料、市営・県営
住宅（駐車場）使用料の納付受付 ☎025-520-5654

ガス水道局 料金センター ・転居に伴うガス・水道の開閉栓手続き、料金の納付受付 ☎025-522-7030
※�各総合事務所でも市役所木田第一庁舎と同様の業務（パスポートの交付を除く）を行います。
※�南出張所（☎025-525-4151）、北出張所（☎025-544-2111）の窓口も開設しますが、一部行っていない業
務がありますので、事前に問い合わせてください。

開設日時：12月30日㊊午前８時30分～午後５時15分

●年末年始の業務（12月30日㊊～令和７年１月５日㊐）
　出生、死亡、婚姻届などは、木田第一庁舎および３総合事務所（浦川原区、柿崎区、板倉区）の時間外
受付で受け付けます。

12月から市民課、南・北出張所の窓口開設時間が変わります

期間：12月２日㊊～令和７年２月28日㊎　窓口開設時間：午前８時30分～午後５時15分

■問合せ…市民課（☎025-520-5685）

こちらもご利用ください　～便利な手続き～
●�住民票の写しなどのコンビニ交付
　（午前６時30分～午後11時※12月29日～１月３日を除く）
　マイナンバーカードを使用し、コンビニエンスストアなどのマルチコピー機から証明書（住
民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄・抄本、所得・課税証明書）を取得できます。

12月のトピックス
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年末年始の診療
上越休日・夜間診療所（☎025-522-3777）

診療日 受付時間 診療科目
内科 小児科 外科

12月29日㊐～令和７年１月３日㊎

午前９時～11時30分 ○ ○ ○午後１時～３時30分
午後４時～５時30分 ○ ○ ×午後７時～８時30分

※症状にかかわらず、必ず事前に電話してから受診してください（電話は受付時間内のみ）。
※�６カ月未満の乳児は、医師の出務状況により診察できない場合がありますので、事前に電話する際に確
認してください。
※診療可能人数を超えた場合、受付時間内でも受け付けを終了する場合があります。

上越休日歯科・障がい者歯科診療センター（☎025-523-5775）
診療日 受付時間 診療科目

12月29日㊐～令和７年１月３日㊎ 午前９時～11時30分 歯科
※障がい者歯科の診療はなし午後１時～３時30分

上越地域医療センター病院（☎025-523-2131）
　救急患者の診療を除き、12月28日㊏～令和７年１月５日㊐は休診します。
　※発熱などの体調不良の場合は、必ず事前に電話でご相談ください。

年末年始のごみ収集・し尿くみ取り
令和７年１月１日㊌・㊗～３日㊎はごみの収集を休止します

■問合せ…生活環境課（☎025-526-5111、内線4118）

　休止期間以外の年末年始のごみ収集は、「ごみ分別収集カレンダー」のとおり行います。
●クリーンセンターの営業日

12/29㊐ 12/30㊊ 12/31㊋ 1/1㊌・㊗ 1/2㊍ 1/3㊎ 1/4㊏
× ○ ○ × × × ○

▶営業時間…午前８時30分～午後４時30分（午前11時30分～午後１時は受け入れしません）
●ごみを出すときのお願い
　年末年始は家庭ごみの量が特に多くなるため、次のことを守ってください。
・�年明け最初のごみ出しは「容器包装（プラスチック製・紙製）」の排出量が特に多くなるため、できるだ
け圧縮し、一度に出さず、何度かに分けて出してください。缶・ペットボトルはつぶしてから出してく
ださい。
・�資源物常時回収ステーション（回収品目：缶・びん・ペットボトル・新聞紙・雑誌類・段ボール）は、仕
事などの都合で指定日にごみが出せない人のための施設です。できる限り町内の集積所に出してください。
　※１月１日〜３日は全てのステーションを閉鎖します。
●し尿のくみ取り
▶年末の収集：12月26日㊍まで
　※営業日、申し込み期限は収集業者により異なるため、詳細は各収集業者へ問い合わせてください。
▶年始の収集：令和７年１月７日㊋から

12月のトピックス
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　冬はエアコンやこたつなどの暖房器具を使用するため、消費エネルギーが増加します。
　今回は省エネポータルサイト（資源エネルギー庁）から、家庭でできる冬の省エネの取り組みを
紹介します。無理のない範囲で取り組んでみませんか。

脱炭素社会の実現に向けて② ～冬の省エネ編～
■問合せ…環境政策課（☎025-520-5689）

❶ 冬の暖房時の室温は20℃を
　 目安に設定
月間で電気9.7kWhの省エネ
CO2削減量：4.7kg/月
※エアコン（2.2kW）の設定温度を21℃から20℃にした場合
　（使用時間 ９時間/日）

❷ 電気カーペットの設定温度は低めに設定
月間で電気33.8kWhの省エネ
CO2削減量：16.5kg/月
※�３畳用で、設定温度を「強」から「中」に
　した場合（使用時間 ５時間/日）

❸ �入浴は間隔を空けずに
月間でガス3.2m3の省エネ
CO2削減量：7.1kg/月
※�２時間の放置により4.5℃低下した
　湯（200L)を追い炊きする場合（１回/日）

寒いと感じた時、暖房器具の設定温度を上げる前に、
以下の工夫をしてみましょう。

●扇風機を併用して暖かい空気を循環
　させましょう。

●カーディガンなどを１枚多く着込
　むなど、着るものを工夫してみま
　しょう。

●暖気が外に逃げないよう、ドア・
　窓の開閉は少なくしましょう。

●�暖気が逃げやすい窓には厚手のカーテンを。床
まで届く長いカーテンだとより効果的です。

３つの取り組みを全て実施すると１カ月で電子レンジ
（0.9kW）約48時間使用できる電気量を削減できます。
また、杉の木約24本分のCO2の吸収量になります。

（CO2吸収量：１本1.17kg/月で計算）※省エネポータルサイト（資源エネルギー庁）の事例をもとに作成

家庭でできる冬の省エネの取り組み家庭でできる冬の省エネの取り組み 省エネレッスン　暖房時のひと工夫

省エネ
ポータルサイト

市政　 ピックストト

　老朽化による施設の更新にあわせ、今後の火葬需
要に対応するため、現在の上越斎場（居多）から道路
を挟んで北西側に新しい斎場を建設しました。
　新しい斎場では、複数の葬家が同時に火葬できる

ようになり、希望する火葬日時の予約が取りやすく
なります。また、最新の火葬炉を導入することで、
火葬時間が短くなります。
　なお、現在の上越斎場は12月１日㊐に閉場します。

12月２日㊊から新たな上越斎場の供用を開始します　
■問合せ…福祉課（☎025-520-5845)

雁木造りをイメージし、中郷
区産の杉材を軒裏に使用した
庇を取り付け、上越市らしい
施設にしました。

温室効果ガスの排出削減や
再生可能エネルギーの普及
のため、屋上に太陽光発電
設備を設置しました。
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　人手不足で困っている中山間地域集落の活動をお手伝いする「中山間地域支え隊」を随時募集しています。
　今回は、令和６年２月24日㊏に安塚区で行われた、「山のうえの雪まつり」の会場準備に参加いただいた上
越高等学校のサッカー部の久保さん（当時２年生）にお話をお聞きしました。
　上越高等学校からはサッカー部のほか６部活動から中山間地域支え隊に登録いただいており、令和５年度
は３回の活動に延べ45人の皆さんから参加いただきました。

　雪灯ろうの作製とろうそくの設置作業を行いました。

　地域の皆さんから感謝の言葉を頂き、人の役に立てるう
れしさを実感しました。今後も地域の役に立てるような活
動に参加したいです。

●参加方法
登録フォームまた
は、メール・ファ
クシミリ・郵送に
て登録用紙を地域
政策課にお送りく
ださい。

　設置するろうそくの量が多く、また、風が吹くとなかな
か火が灯らず大変でしたが、チームの仲間と協力しながら
作業ができて楽しかったです。

■問合せ…地域政策課（☎025-520-5673）

ボランティア

「中山間地域支え隊」❸

どんな作業を行いましたか？

作業で楽しかったこと、大変だったことは？

参加してみた感想は？
個人の方も大歓迎です。

詳しくは

あなたも参加
しませんか？

久保さんにお聞きしました

設置作業の様子

久保さん

ご存知
ですか？

Q

Q

Q

　近年、自然災害が大規模、激甚化する傾向にある中で、大雪を含む自然災害から身を守り、
被害を最小限にするために日頃から十分な備えをしておきましょう 。
※雪への備えについては、本紙６・７ページにも掲載しています。

防災基礎知識② －大雪への備え－
■問合せ…市民安全課（☎025-520-5660）

　冬季は倒木や着雪による停電の
可能性が高まります。事前の備え
として、水や食料、毛布のほか電
源を必要としない暖房器具などを
準備しましょう。

　雪道で立ち往生が起こると、長時間車内で待機し
なければならなくなり、寒さや空腹、トイレなどい
ろいろな問題が発生します。万が一に備えて車内備
蓄や装備の準備をしておきましょう。また、運転前
には十分な燃料があるか確認しましょう。

冬場の停電への備え

車内備蓄・装備の例

立ち往生に備えた車内備蓄や装備

 水・食料  携帯トイレ  毛布   スコップ・長靴  タイヤチェーン
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Oritami（折り畳み式畳）
株式会社山仙

（☎025-545-4280）

工業製品

FacebookInstagram X（旧Twitter）

MANDOBA（日本酒）
株式会社U・STYLE

（☎025-385-7585）

きく芋醤油漬け
株式会社百姓や本舗

（☎025-530-3391）

きく芋粕漬け
株式会社百姓や本舗

（☎025-530-3391）

きく芋チップス
株式会社百姓や本舗

（☎025-530-3391）

特 産 品

商品・製品の価格や販売場所、販
売時期などはメイド・イン上越ホー
ムページをご確認ください。一部
商品はインターネットでのご注文も
可能です。

メイド・イン上越のお求めはこちら

SNSで最新情報を配信中

　「メイド・イン上越」は、新規性・オリジナル性、信頼性、市場性、地域性（上越らし
さ）などの観点から厳しい審査を経て認証された、全国に誇る上越の優れた逸品です。
令和６年度は、特産品４商品（２事業者）、工業製品１製品（１事業者）が認証されました。
　年末年始の贈り物やご自宅用などに、「メイド・イン上越認証品」をぜひご利用ください。

贈ろう、使おう

メイド・イン上越

メイド・イン
上越

■問合せ…上越ものづくり振興センター（☎025-522-2666）
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 一般会計・特別会計　
名　称 予算現額 収入済額（収入率） 支出済額（執行率）

一 般 会 計 1,114億8,500万円 496億2,751万円（44.5％） 438億 759万円（39.3％）

特
別
会
計

介 護 保 険 247億3,689万円 117億4,987万円（47.5％） 99億3,586万円（40.2％）
国 民 健 康 保 険 162億5,088万円 62億5,221万円（38.5％） 62億8,928万円（38.7％）
後期高齢者医療 28億2,395万円 9億1,103万円（32.3％） 10億8,147万円（38.3％）
診 療 所 4億 869万円 7,036万円（17.2％） 1億6,101万円（39.4％）

 地方公営企業法適用企業会計　
名　称 収入予算現額 収入額（収入率） 支出予算現額 支出額（執行率）

収
益
的
収
支

下 水 道 事 業 93億7,167万円 49億6,188万円（52.9％） 90億1,590万円 42億1,371万円（46.7％）
ガ ス 事 業 90億7,906万円 32億5,385万円（35.8％） 89億8,781万円 34億9,167万円（38.8％）
水 道 事 業 65億1,645万円 32億3,660万円（49.7％） 55億8,744万円 28億5,392万円（51.1％）
病 院 事 業 29億1,155万円 13億9,169万円（47.8％） 30億3,545万円 12億7,694万円（42.1％）

名　称 収入予算現額 収入額（収入率） 支出予算現額 支出額（執行率）
資
本
的
収
支

下 水 道 事 業 110億4,853万円 30億6,584万円（27.7％） 134億9,928万円 50億1,526万円（37.2％）
ガ ス 事 業 2億2,022万円 119万円（ 0.5％） 18億7,845万円 14億5,652万円（77.5％）
水 道 事 業 6億5,955万円 4,965万円（ 7.5％） 72億4,314万円 60億8,263万円（84.0％）
病 院 事 業 2億 437万円 1億4,307万円（70.0％） 3億7,239万円 1億4,717万円（39.5％）

 市債残高　
一 般 会 計 1,000億9,485万円 道路や公園、学校などを整備するための借入金
下 水 道 事 業 会 計 804億7,142万円 公共下水道などを建設するための借入金
そ の 他 130億1,508万円 上水道やガス供給施設、病院などを整備するための借入金

 財産および一時借入金の現在高（一般会計・特別会計）　
基 金 残 高 154億2,932万円 財源調整などのため、積み立てや運用を行う資金の額（21基金）

一時借入金の現在高 なし 会計年度中に事業などで支払うお金が一時的に不足したときに、
その不足を補うために借り入れる借入金

　「上越市財政状況の公表に関する条例」および「地方公営企業法」に基づき、
予算の執行状況や一時借入金の状況などを年２回公表しています。

■問合せ…財政課（☎025-520-5637）

※予算現額は、令和５年度からの繰越予算を含んでいます。
※表示単位未満を四捨五入しています。

上越地域消防事務組合は、上越市・妙高市が負担金を支出して消防業務を実施する一部事務組合の組織です。

 令和５年度決算 
・歳　入   30億7,461万円
・歳　出   30億4,543万円
・差　引   2,917万円

 広域消防の財政状況（令和６年９月末現在） 
・予算現額   33億2,297万円 　 　　　　　　
・収入済額   22億3,757万円（収入率67.3％）
・支出済額   14億 583万円（執行率42.3％）
・基金残高（財政調整基金）   1億6,858万円 　 　　　　　　
・地方債残高（消防施設整備事業債など）   4億1,913万円 　 　　　　　　
・一時借入金残高   0万円 　 　　　　　　

■問合せ…上越地域消防事務組合
（☎025-545-0119）

●広域消防の財政状況

令和６年度の財政状況（令和６年９月末現在）（令和６年９月末現在）
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市内各地で開催された
イベントや出来事をお届けします

10月13日㊐  宿泊体験交流施設「月影の郷」（浦川原区横住）

第17回月影芸能まつり

令 和６年度で閉校となる美守小学校の文化祭
にあわせて熱気球の搭乗体験会が行われ、約

300人が空から慣れ親しんだ校舎と周辺地域を空か
ら眺めました。（11月９日㊏には上杉小学校でも実施）

月 影雅楽保存会の皆さんによる「月影雅楽」
で幕開けし、区内外の多彩な文化活動が披

露され、大勢の観客から温かい拍手が送られまし
た。

約３万人の来場者が上越地域の日本酒をはじ
めさまざまな「SAKE」やグルメを楽しみま

した。今年は当市と友好都市である韓国・浦
ポ ハ ン

項市
もブースを出店し、食や観光などをPRしました。

10月20日㊐  美
ひだ

守
もり

小学校グラウンド（三和区）

10月19日㊏、20日㊐　高田本町３・４・５丁目商店街

第19回越後・謙信 SAKE まつり２０２４

上杉小学校・美守小学校閉校記念「わくわく探検隊事業」上杉小学校・美守小学校閉校記念「わくわく探検隊事業」
気球に乗って、上から校舎や地域を見てみよう

11月2日㊏、3日㊐・㊗ ユートピアくびき希望館（頸城区百間町）

くびき文化祭

11月3日㊐・㊗　大島多目的ホールふれあい館（大島区大平）

大浦安げんき市、大浦安商工まつり、
JAえちご上越わかば地域農業祭 合同開催

約 400点の絵画や写真、手芸、菊花などの多
彩な作品が展示されました。多目的ホール

では芸能発表も行われ、訪れた人たちを楽しませ
ました。

保 倉川太鼓と越後上越 上杉おもてなし武将隊の
勇壮な共演で開幕し、きのこ汁や芋煮、特産品

などの販売が行われました。来場者は秋の味覚に舌鼓
を打ち、ゲームや買い物を楽しみました。
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江 戸時代に佐渡で産出された金銀を江戸まで
運んだ輸送経路「金の道」を、約80人が練り

歩きました。参加者は時代衣装をまとい、当時の情
景に思いをはせながら、約10kmの道をたどりました。

古 代「こしのくに」に属した越後・加賀・能登・
越中・越後・佐渡の国府があった６市が集い、

各市の活動報告や講演会、パネル展示などにより
歴史・文化を通した交流が行われました。

11月4日㊊・　　上越文化会館　他

御
お

金
かね

荷
に

の道ウォークin上越・高田

11月9日㊏　オーレンプラザ

こしのくに国府サミットin上越

振

11月3日㊐・㊗　板倉農業者トレーニングセンター　他 11月3日㊐・㊗　名立区全域

第62回名立区駅伝競走大会第62回名立区駅伝競走大会第66回板倉駅伝大会＆健康マラソン大会第66回板倉駅伝大会＆健康マラソン大会

駅 伝大会には12チーム49人が参加し、沿道か
らの声援を受けながら、練習の成果を発揮

しました。健康マラソンには幅広い世代が参加し、
自分のペースで走りました。

晴 天の下、30チームのランナーがタスキをつ
なぎながら名立区を縦断し、順位を競いま

した。沿道では応援の声が響き、活気に溢れた大
会となりました。

10月26日㊏、27日㊐ 尾神岳スカイスポーツエリア（吉川区尾神）

新潟県知事杯争奪新潟県知事杯争奪
尾神岳スカイグランプリ2024尾神岳スカイグランプリ2024

11月2日㊏　JAはまなす支店前広場（柿崎区柿崎）

第50回柿崎区産業まつり第50回柿崎区産業まつり

全 国から66人のトップレベルの選手たちが
吉川区に集結しました。絶好のコンディ

ションの下、色とりどりのパラグライダーが秋晴
れの尾神岳の空を舞い、技を競い合いました。

雨 の降る中での開催でしたが、大勢の来場者が、
柿崎自慢の野菜や加工品の即売のほか、太

鼓の演奏や第50回記念抽選会、とん汁や米粉うど
ん、新米おにぎりなどの振る舞いを楽しみました。
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「広報上越」へのご意見や感想をお寄せください
広報対話課
☎ 025-520-5614　 
FAX 025-526-6112

 koho-joetsu@city.joetsu.lg.jpアンケート
フォーム

安塚区 ☎ 025-592-2003 柿崎区 ☎ 025-536-2211
浦川原区 ☎ 025-599-2301 大潟区 ☎ 025-534-2111
大島区 ☎ 025-594-3101 頸城区 ☎ 025-530-2311
牧　区 ☎ 025-533-5141 吉川区 ☎ 025-548-2311
中郷区 ☎ 0255-74-2411 名立区 ☎ 025-537-2121
板倉区 ☎ 0255-78-2141 南出張所 ☎ 025-525-4151
清里区 ☎ 025-528-3111 北出張所 ☎ 025-544-2111
三和区 ☎ 025-532-2323

	 1日	 午後6時35分頃
	 15日	 午後0時45分頃
 定期的な電池交換と受信状況の確認を！

「防災ラジオ」の試験放送 問  危機管理課（☎025-520-5665）

FM
76.1MHz

毎月

広報上越専用ページ

問 パソコンやスマートフォ
ンから、市への申請・
届け出などができます

電子申請システム

時  日時、期間	 所  場所
対  対象（表記無し：どなたでも）	 定  定員
費  費用（表記無し：無料）	 講  講師
申  申し込み（表記無し：不要）	 問  問合せ
他  その他

記号の見方	

上越市役所 〒943-8601 上越市木田1-1-3 ☎025-526-5111（代表）
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納期限 令和７年１月６日月
● 固定資産税・都市計画税��（第３期）
● 国民健康保険税� ����（第６期）
● 後期高齢者医療保険料� �（第６期）
● 介護保険料� ������（第９期）
● 国民年金保険料� ����（11月分）

税・保険料の納期限

「
２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」

へ
の
協
力
の
お
願
い

　
農
林
水
産
省
で
は
、
令
和
７
年

２
月
１
日
時
点
の
農
林
業
に
関
す

る
調
査
「
２
０
２
５
年
農
林
業
セ

ン
サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、
農
林
業
・
農
山
村
地
域

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
最
も
基

本
的
な
調
査
で
す
。

　
12
月
下
旬
か
ら
調
査
員
証
を
携

帯
し
た
調
査
員
が
農
林
業
関
係
者

を
訪
問
し
、
農

林
業
の
経
営
状

況
な
ど
を
お
聞

き
し
ま
す
。
調

査
対
象
の
場
合

は
調
査
票
を
お

渡
し
し
ま
す
の

で
、
回
答
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

問
総
合
政
策
課

統
計
係
（
☎
０

２
５・５
３
２・

２
４
４
０
）

令
和
７
年
度 

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）の
申
告

　
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な

る
償
却
資
産
を
所
有
す
る
法
人
や

個
人
事
業
主
は
、
令
和
７
年
１
月

１
日
現
在
の
状

況
を
期
限
ま
で

に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

対
市
内
で
事
業
に
使
用
し
て
い
る

資
産（
使
用
可
能
な
資
産
も
含
む
）

※
土
地
や
家
屋
と
し
て
評
価
さ
れ

て
い
る
資
産
や
、
軽
自
動
車
税
、

自
動
車
税
の
対
象
と
な
る
資
産
は

除
く　
申
令
和
７
年
１
月
31
日
㊎�

ま
で
に
電
子
申
告（
ｅエ

ル
タ
ッ
ク
ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）�

ま
た
は
税
務
課
、
南
・
北
出
張

所
、
各
総
合
事
務
所
へ
書
面
で
申

告　
※
電
子
申
告
の
利
用
は
事
前

に
届
け
出
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い　
問
税
務
課（
☎

０
２
５
・
５
２

０・５
６
５
２
）

お
知
ら
せ

知って対策！詐欺の手口�  問合せ…上越警察署（☎025-521-0110）、市民安全課（☎025-520-5661）

● SNS型詐欺被害発生件数（暫定値）
R６年９月末 前年比

被害件数 ４件 +１件
被害額 6,310万円 +5,467万円

　交流サイト（SNS）上で著名人などをかたって
投資に勧誘する詐欺の被害が市内で増加しています。
　詐欺の手口を知り、家族や知人と共有し被害に遭
わないよう注意しましょう。

●SNS型投資詐欺
　手口は、ウェブサイト上の投資関係の
広告などをきっかけに、「投資すれば利
益が得られる」と信用させ、投資やそ
の利益の出金手数料の名目などで金銭をだまし取ります。
　直接会ったことがない相手からSNS上で投資話（も
うけ話）を持ちかけられたら詐欺を疑いましょう。

詳しくは

詳しくは



も
よ
お
し
・
講
座

募
　
集

無
料
相
談

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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市
内
の
空
間
線
量
率
観
測
結
果 

～
10
月
も
通
常
の
範
囲
内
で
し
た
～

　
毎
日
午
前
９

時
に
、
上
越
地

域
消
防
事
務
組

合
管
内
の
各
消

防
署
に
お
い

て
、
地
上
１
メ
ー
ト
ル
で
測
定
し

た
値
（
月
間
の
平
均
値
、最
小
値
、

最
大
値
）
は
、
い
ず
れ
も
通
常
の

値
で
あ
る
毎
時
０・０
１
６
～
０・

１
６
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
範

囲
内
で
し
た
。

問
環
境
政
策
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
９
０
）

「
通
学
１
０
０
円
バ
ス
」を

運
行
し
て
い
ま
す

　
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象
に
、

朝
の
通
学
時
間
帯
に
高
田
駅
前
や

直
江
津
駅
前
か
ら
学
校
最
寄
り
の

バ
ス
停
ま
で
の
間
を
１
乗
車
１
０

０
円
で
利
用
で
き
ま
す
。
運
行
時

間
な
ど
、
詳
し
く
は
頸
城
自
動
車

㈱
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
※
降
車
の
際
、
運
転

士
に「
中
学
生
で
す
」ま
た
は「
高

校
生
で
す
」と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

問
頸
城
自
動
車

㈱（
☎
０
２
５・

５
４
３
・
３
１

７
８
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト 

（
市
民
意
見
公
募
手
続
）

●
実
施
し
な
い
理
由
の
公
表

　

�

上
越
市
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
の
変
更
案

時
12
月
中
旬
～
1
月
中
旬　
所
農

政
課
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市

役
所
木
田
第
一
庁
舎
１
階
）、
各

総
合
事
務
所
、
南
・
北
出
張
所
、

市
民
プ
ラ
ザ
、
高
田
図
書
館
、
高

田
図
書
館
浦
川
原
分
館
、
オ
ー
レ

ン
プ
ラ
ザ
、
教
育
プ
ラ
ザ
、
直
江

津
学
び
の
交
流
館
、
ユ
ー
ト
ピ
ア

く
び
き
希
望
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ　
問
農
政
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
７
４
９
）

上
越
市
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

の
変
更
案
の
縦
覧

　
変
更
案
の
内
容
に
つ
い
て
意
見

書
（
任
意
様
式
）
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

時
12
月
中
旬
～
１
月
中
旬　
所
農

政
課
ま
た
は
各
総
合
事
務
所　
問

農
政
課
（
☎
０

２
５・５
２
０・

５
７
４
９
）

地
盤
沈
下
を
防
ぐ
た
め
に
地
下
水

の
節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
消
雪
の
た
め
地
下
水
を
多
く
く

み
上
げ
る
と
、
地
盤
が
沈
下
し
、

住
宅
な
ど
に
大
き
な
被
害
が
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
消
雪
パ

イ
プ
の
水
を
小
ま
め
に
止
め
、
人

力
や
機
械
に
よ
る
除
雪
を
行
う
な

ど
、
地
下
水
の
節
水
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
で
は
地
盤
沈
下
の
進

行
を
抑
制
す
る
た
め
、
揚
水
設
備

の
設
置
を
規
制
し
て
い
ま
す
。
届

け
出
な
ど
が
必
要
な
地
域
で
揚
水

設
備
を
設
置・変
更
す
る
場
合
は
、

着
工
前
に
市
、
県
ま
た
は
施
工
業

者
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
揚
水
設
備
設
置
者
の
皆
さ
ん
へ

○�

節
水
型
の
自
動
降
雪
感
知
器
の

設
置
、
く
み
上
げ
た
地
下
水
の

再
利
用
、
機
械
除
雪
の
併
用
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

○�

県
が
地
盤
沈
下
注
意
報
や
警
報

を
発
令
し
た
と
き
は
、
地
下
水

の
一
層
の
節
水
（
警
報
発
令
時

は
使
用
量
の
半
減
）
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
現
在
の
地
下
水
位

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
確
認

で
き
ま
す
。

問
環
境
政
策
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
６

９
０
）

従
業
員
の
市
民
税・県
民
税・森
林
環
境
税 

は
特
別
徴
収（
給
与
天
引
き
）で

　
給
与
所
得
者（
従
業
員
）の
市
民

税
・
県
民
税
・
森
林
環
境
税
は
、

給
与
支
払
者（
事
業
主
）が
給
与
か

ら
天
引
き
し
て
納
付
す
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
や
非
常
勤

職
員
で
も
特
別
徴
収
が
必
要
で
す
。

　
ま
だ
特
別
徴
収
を
行
っ
て
い
な

い
事
業
主
は
、
令
和
７
年
度
の
特

別
徴
収
の
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
方
法
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
（
☎

０
２
５
・
５
２

０・５
６
５
０
）

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら 

届
け
出
を

　
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
は
、

毎
年
１
月
１
日
現
在
の
固
定
資
産

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
住
宅
や
車
庫
な
ど
の
建
物
を
取

り
壊
し
た
と
き
（
一
部
分
の
取
り

壊
し
を
含
む
）
は
、
現
況
確
認
が

必
要
で
す
。
必
ず
「
家
屋
滅
失
届

出
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
な
い
と
、
建
物
が
あ
る

も
の
と
し
て
、
引
き
続
き
課
税
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
届
出
書
は
、
問
い
合
わ
せ
先
に

あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま

た
、「
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
」
か

ら
い
つ
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

問
税
務
課
（
☎
０

２
５
・
５
２
０
・

５
６
５
２
）、
各

総
合
事
務
所

農
業
所
得
の
申
告

●
農
業
従
事
者

　
領
収
書
な
ど
の
関
係
書
類
を
集

計
し
、
収
入
と
経
費
を
記
載
し
た

収
支
内
訳
書
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
個
人
や
法
人
か
ら
賃
金

や
作
業
料
な
ど
を
受
け
取
っ
た
場

合
も
申
告
が
必
要
で
す
。

●
小
規
模
農
家

　
水
稲
作
付
50
ア
ー
ル
未
満
の
人

は
、
調
査
票
を
市
へ
提
出
す
る
こ

と
で
収
支
内
訳
書
の
提
出
を
省
略

で
き
る
た
め
、
市
民
税
・
県
民
税

の
申
告
時
間
を
短
縮
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
調
査
票
は
令
和
７

年
２
月
上
旬
頃
に
発
送
し
ま
す
。

●
田
畑
を
小
作
に
出
し
て
い
る
人

　
個
人
や
法
人
か
ら
小
作
料
を
受

け
取
っ
た
場
合
は
、
不
動
産
所
得

と
し
て
申
告
が
必
要
で
す
。

●
法
人
の
代
表
者

　
法
人
の
構
成
員
が
申
告
し
や
す

い
よ
う
、
小
作
料
、
賃
金
、
作
業

委
託
料
、
機
械
借
上
料
な
ど
の
項

目
別
に
支
払
金
額
を
ま
と
め
、
構

成
員
に
配
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
（
☎
０
２
５・５
２
０・

５
６
５
０
）

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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高
齢
者
安
全
運
転
支
援
装
置

設
置
補
助
金

　
安
全
運
転
支
援
機
能
を
有
す
る

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
ま
た
は
後

付
け
の
急
発
進
抑
制
装
置
の
新
た

な
購
入
・
取
り
付
け
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
（
購
入
・
設
置
前

に
事
前
申
請
）。
自
身
の
運
転
に

不
安
の
あ
る
人
は
、
設
置
を
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。

時
令
和
７
年
１
月
31
日
㊎
（
消
印

有
効
）
ま
で
※
予
算
額
に
達
し

次
第
終
了　
対
市
内
に
住
所
を
有

す
る
65
歳
以
上
の
人
（
令
和
７
年

３
月
31
日
ま
で
に
65
歳
に
な
る
人

を
含
む
）
で
、
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
人　
費
補
助
金
の
額
＝
補

助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
（
上
限

２
万
円
※
百
円
未
満
切
り
捨
て
）　

申
問
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入�

し
、
必
要
書
類
を
添
付
の
上
、
市

民
安
全
課
（
☎
０
２
５・５
２
０・

５
６
６
１
）
ま
た
は
各
総
合
事
務

所
へ
持
参
も
し

く
は
郵
送
。
申

請
書
の
様
式

は
、
申
請
先
に

あ
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま

す

道
路
の
穴
や
側
溝
の
破
損
を

見
つ
け
た
ら
連
絡
を

　
側
溝
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
破
損
、

道
路
の
穴
は
通
行
の
支
障
と
な
り

ま
す
。
特
に
、
雪
が
降
る
と
舗
装

が
壊
れ
や
す
く
な
り
、
交
通
事
故

の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
誤
っ
て
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
道
路

沿
い
の
視
線
誘
導
標
（
反
射
柱
）

を
損
傷
し
た
場
合
は
、
問
い
合
わ

せ
先
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
破
損
箇
所
を
見
つ
け
た
場
合

は
、
電
話
ま
た
は
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
か
ら
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
道
路
課
（
☎

０
２
５
・
５

２
０
・
５
７
７

４
）、
各
総
合

事
務
所

農
業
用
軽
油
の
免
税
制
度

　
農
業
用
機
械
に
使
用
す
る
軽
油

引
取
税
（
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り

32
・
１
円
）
を
免
税
す
る
制
度
で

す
。
新
規
に
希
望
す
る
人
は
、
令

和
７
年
１
月
17
日
㊎
ま
で
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
２
年
目
以

降
の
人
は
、
取
扱
販
売
店
が
指
定

す
る
日
ま
で
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
免
税
さ
れ
る
軽
油
数

量
は
、
使
用
す
る
農
業
機
械
の
種

類
と
、
農
地
台
帳
に
記
録
さ
れ
た

耕
作
面
積
を
基
に
決
定
し
ま
す
。

費
○
申
請
手
数
料
＝
４
５
０
円　

（
新
規
申
請
時
と
更
新
時
に
そ
れ

ぞ
れ
必
要
）　

○
耕
作
面
積
証
明

手
数
料
＝
３
５
０
円（
毎
年
必
要
）　

問
○
申
請
に
関
す
る
こ
と
＝
免
税

軽
油
取
扱
石
油
販
売
店
ま
た
は
上

越
地
域
振
興
局
県
税
部
課
税
課（
☎

０
２
５
・
５
２
６
・
９
３
０
８
）　

○
耕
作
面
積
証
明
に
関
す
る
こ
と

＝
農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
０
２

５
・
５
２
０
・
５
８
１
３
）

冬
の
道
路
情
報
を
お
知
ら
せ 

「
に
い
が
た
ふ
ゆ
み
ち
情
報
」ア
プ
リ

　
冬
の
道
路
情
報
を
ス
マ
ホ
に
通

知
す
る｢

に
い
が
た
ふ
ゆ
み
ち
情

報
」
を
配
信
し
て
い
ま
す
。
今
冬

よ
り
対
象
地
域
を
拡
大
し
、
新
潟

県
全
域
の
情
報
を
配
信
し
ま
す
。

　
ア
プ
リ
は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
詳
し
く

は
公
式
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

時
情
報
配
信
＝

令
和
７
年
３
月�

31
日
㊊
ま
で　

問
高
田
河
川
国

道
事
務
所
調
査

第
二
課
（
☎
０

２
５・５
２
１・

４
５
４
５
）

高
齢
者
に
よ
る 

趣
味
の
作
品
展
示

　
市
民
の
趣
味
活
動
や
創
作
活
動

の
発
表
の
場
と
し
て
、
展
示
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

●
展
示
場
所
お
よ
び
時
間

時
所
○
福
祉
交
流
プ
ラ
ザ
（
寺
町

２
）
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
９

時　
○
市
民
い
こ
い
の
家
（
石
橋

１
）
＝
午
前
９
時
～
午
後
６
時　

○
雁
木
通
り
プ
ラ
ザ
（
本
町
３
）

＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
10
時

●
展
示
作
品
を
随
時
募
集

　

各
施
設
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
、

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
展
示
す
る
作
品

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
市
内
で
活
動
す
る
個
人
・
団
体　

申
問
展
示
希
望
日
の
２
週
間
前
ま

で
に
高
齢
者
支

援
課
（
☎
０
２

５
・
５
２
０
・

５
７
０
８
）

野
生
鳥
獣
に
よ
る 

農
作
物
被
害
へ
の
対
策

問
中
山
間
地
域
農
業
対
策
室
（
☎

０
２
５
・
５
２
０
・
５
７
５
５
）

●
イ
ノ
シ
シ
侵
入
防
止
用
電
気
柵

を
降
雪
期
前
に
撤
収
し
ま
し
ょ

う
　
電
気
柵
は
、
雪
の
重
み
で
機
材

が
破
損
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
道
路

脇
の
ほ
場
に
お
い
て
は
除
雪
作
業

の
支
障
と
な
る
た
め
、
降
雪
期
前

に
必
ず
撤
収
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
春
先
の
被
害
を
防
止
す

る
た
め
、
来
春
の
雪
解
け
後
、
速

や
か
に
電
気
柵
を
設
置
し
直
し
て

く
だ
さ
い
。

●
有
害
鳥
獣
を
捕
獲
し
て
い
ま
す

　
農
作
物
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、

（
一
社
）
新
潟
県
猟
友
会
の
市
内

６
支
部
が
、
年
間
を
通
し
て
イ
ノ

シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
を
捕
獲
し

て
い
ま
す
。
猟
銃
や
わ
な
を
使
用

し
ま
す
の
で
、
見
か
け
て
も
近
づ

か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
住
宅
地
や
人
が
多
く
集
ま

る
場
所
で
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

※�

猟
友
会
員
は
、
捕
獲
活
動
時
に

オ
レ
ン
ジ
色
の
帽
子
と
ベ
ス
ト

を
着
用
し
て
い
ま
す
。
捕
獲
活

動
を
行
う
際
は
、
実
施
者
が
関

係
す
る
町
内

会
に
周
知
し

ま
す
。

坂
口
記
念
館
の
冬
期
休
館

時
12
月
１
日
㊐
～
令
和
７
年
２
月

13
日
㊍　
問
坂
口
記
念
館
（
☎
０

２
５
・
５
３
０
・
３
１
０
０
）
ま

た
は
頸
城
区
総

合
事
務
所
（
☎

０
２
５
・
５
３

０・２
３
１
１
）

詳しくは

詳しくは

詳しくは詳しくは

詳しくは

公式サイトiPhone版Android版
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児
童
扶
養
手
当・ひ
と
り
親
家
庭
等 

医
療
費
助
成

　
離
婚
や
配
偶
者
と
の
死
別
な
ど

に
よ
り
対
象
と
な
る
人
で
、
ま
だ

申
請
を
し
て
い
な
い
人
は
、
早
め

に
相
談
ま
た
は
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
た
だ
し
、
所
得
制
限
や
公
的
年

金
の
受
給
状
況
な
ど
に
よ
り
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
年
度
の
末
日
で
18
歳
以
下
（
一

定
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未

満
）
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ

と
り
親
家
庭
の
父
も
し
く
は
母
、

ま
た
は
児
童
を
養
育
す
る
人　
申

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

２
５・５
２
０・５

７
２
６
）、
ま
た

は
各
総
合
事
務
所

　「障害者週間」は、国民の間に広く障害者の福祉についての関心と理
解を深め、障害者が社会、経済、文化そのほかあらゆる分野の活動に積
極的に参加する意欲を高めることを目的として、障害者基
本法に定められています。障害のある人は、周囲が理解し
配慮することで、活動の幅が広がります。誰もがお互いに
人格と個性を尊重して支え合う社会を目指し、市民の皆さ
ん一人一人の理解と協力をお願いします。
●障害者差別解消法を知っていますか？
　「障害者差別解消法」は、障害を理由とした差別をなくし、障害のあ
る人もない人も平等に生活できる社会づくりを推進するための法律です。
障害について理解し、障害を理由とした不当な区別や制限といった差別
に気づき、解消していくようご協力をお願いします。
●ヘルプマーク・ヘルプカードを見かけたら
　ヘルプマーク・ヘルプカードは、外見からは分からなくても、周囲の
人からの援助を必要としている人が身に
付け、周囲から配慮を受けやすくするこ
とを目的としたものです。利用者を見か
けたら、思いやりのある行動をお願いし
ます。

詳しくは

詳しくは

対身体障害者手帳１～３級、精神障害者保健福祉手帳１～２級、療育手帳
Ａの交付を受けている人（今年度既に申請している人は対象外）　
※所得制限があるため、申請時に令和４年中の所得を確認します。
●助成内容　
※下記①～④のうち、いずれか１つを申請できます。

種類 年間助成額 申請に必要なもの
① タクシー利用券 ２万４千円（１枚500円×48枚） 申請書、障害者手帳、マイナンバー

カード、印鑑② タクシー利用券と
バス利用券セット

タクシー券 １万２千円（１枚500円×24枚）
バス券 １万２千円（１枚80円×150枚）

③ 自動車燃料購入券 １万９千円（１枚500円×38枚） 申請書、障害者手帳、運転免許証、
車検証、マイナンバーカード、印鑑④ 自動車燃料費助成 １万９千円（申請時にお渡しする請求書に領収書を添付し提出）

※�手帳所持者以外の人が手続きする場合、手続きする人の本人確認ができる運転免許証、健康保険証などと、手
帳所持者本人の印鑑をご持参ください。

※申請書は、ホームページからダウンロードできます。
※�タクシー利用券または自動車燃料購入券の交付を郵送で希望される場合は、郵送料（460円）分の切手を添え

て申請してください。
※�タクシー利用券とバス利用券のセットの交付を郵送で希望される場合は、郵送料（620円）分の切手を添えて

申請してください。
受付場所 受付日時

福祉課、各総合事務所、福祉交流プラザ（福祉申請窓口） 平日午前８時30分～午後５時15分

令和６年度 タクシー利用券・バス利用券・自動車燃料購入券・自動車燃料費助成
 問合せ…福祉課（☎025-520-5695）

12月３日～９日は障害者週間です～大切にしよう「相手を理解し配慮すること」～
 問合せ…福祉課（☎025-520-5695）

12月分の都市ガス料金�  問合せ…ガス水道局総務課（☎025-522-5518）

使用量区分 １㎥当たりの単価（税込）
０～25㎥ 153.98円

26～150㎥ 152.21円
151㎥以上 150.75円

前月検針分に比べ１㎥当たり9.18円の値上げとなります。
※基本料金は変わりません。

　原料費調整制度による12月分の都
市ガス料金は、７月～９月のLNG等
平均原料価格（貿易統計値）による調
整に基づくものです。

詳しくは
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献血キャラクターけんけつちゃん

12月の献血バス運行日程
 問合せ…健康づくり推進課（☎025-520-5712）

　病気やけがの治療に必要な輸血用血液は、人
工的に造ることができず長期保存ができないた
め、皆さんの善意の献血が頼りです。ご協力を
お願いします。
　新潟県赤十字血液センターでは、献血Web
会員サービス「ラブラッド」からの予約をおす
すめしています。

詳しくは
冬は献血して
くれる人が
少ないんだ

冬のガス・水道設備の損傷による事故を防ぐために
 問合せ…都市ガス・水道に関すること＝ガス水道局（☎025-522-5512）、各営業所　LPガスに関すること＝供給（販売）している事業者

除雪による設備の破損に注意
・�除雪や雪下ろしの際に、ガス・

水道設備に雪をぶつけるなどし
て損傷しないようにしましょう。

・�設備の損傷は、ガス漏れや漏水
につながります。

・�日頃から、設備の位置を確認し
ておきましょう。

「一酸化炭素中毒」の事故に注意
●点検しましょう
・�屋根雪による「排気筒」の損傷（折れ・外れ）がな

いか。
・�風呂釜や給湯器の「給気口」が雪で埋まっていないか。
水道管・給湯器の「凍結」による破裂に注意！
●目安となる気温　
・マイナス４℃以下

●凍結発生場所のベスト３
①給湯器（本体・配管）
②�築30年以上経過した住宅で

屋内の風当たりの強い場所に
ある管や蛇口

③�屋外にある露出配管や保温材
が劣化した配管
●防止する方法
・保温材や凍結防止ヒーターを巻く
・�蛇口から少量（１分間にコップ１杯

約200㎖）の水を出しておく。
ガス漏れや漏水が発生したら
・�元栓を止め、ガス水道局または、お

近くの市指定工事店に連絡してくだ
さい。

・修理費用は本人の負担となります。

防止対策はこちら

凍結被害の約半分
が給湯器で発生

　12月４日～10日は法務省と全国人権擁護委員連合会
が定めた「人権週間」、12月10日は世界人権宣言が採択
されたことを記念して国際連合が定めた「人権デー」です。
●人権擁護委員による人権相談
　毎月実施しています。実施日は、広報上越や市ホーム
ページをご覧ください。
時午前９時30分～午後０時30分　※12月は、20日㊎
に開催　所市民プラザ　問新潟地方法務局上越支局（☎
025-525-4163）
●拉致問題を考えるパネル展（特別展）
　拉致被害者・特定失踪者の写真パネル（新潟日報社提
供）などを展示します。
時 所12月14日 ㊏ ～15日 ㊐
午前8時30分～午後10時＝
オーレンプラザ　問人権・
同 和 対 策 室（ ☎025-520-
5683）

詳しくは

12月４日～10日は「人権週間」、
12月10日は「人権デー」�

会　　場 実施日 受付時間

イオン上越店

３日㊋
15日㊐
22日㊐

10：00～12：00
13：30～16：00

27日㊎ 10：00～12：00
13：30～15：30

教育プラザ 11日㊌ 14：00～15：30

冬の交通事故防止運動�  問合せ…市民安全課（☎025-520-5661）

　年末が近づくと、人や車の動きが
慌ただしくなり、注意力が散漫にな
りがちです。さらに、夕暮れの早ま
りや悪天候、路面の凍結・積雪、飲
酒の機会の増加などにより、交通事
故の多発が心配されます。道路を利
用する全ての人が、交通ルールの遵守と正しいマナー
を実践し、交通事故を防ぎましょう。
時12月11日㊌～20日㊎
●スローガン
　『冬の道　ゆとりとマナーで　安全運転』

●運動重点
①横断歩行者の交通事故防止～渡るよサインの活用～
　ドライバーは、早めのライト点灯で横断歩行者を保
護するとともに、自分の存在を周囲にもアピールしま
しょう。歩行者は、夜光反射材を身に付けましょう。
②飲酒運転の根絶
　飲酒運転は重大な犯罪です。皆さんが「飲酒運転を
絶対にしない、させない」という強い意思を持ちましょう。
③冬道の安全走行
　冬道は焦らず慎重に、早めに準備するなど時間に余
裕を持った運転をしましょう。
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も
よ
お
し
・
講
座

上
越
妙
高
駅
東
口
で 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点
灯

　
上
越
妙
高
駅
東
口
の
樹
木
を
色

鮮
や
か
な
ラ
イ
ト
で
装
飾
し
て
い

ま
す
。

時
午
後
５
時
～

11
時　
問
交
通

政
策
課
（
☎
０

２
５・５
２
０・

５
６
３
２
）

旧
今
井
染
物
屋
の
も
よ
お
し

所
申
問
旧
今
井
染
物
屋
（
☎
０
２

５・５
２
０・
９
７
８
８
）　
費
入

館
無
料
（
体
験
料
別
途
）　
他
駐

車
場
＝
旧
今
井
染
物
屋
裏

●
バ
テ
ン
レ
ー
ス
の
世
界
７

　
バ
テ
ン
レ
ー
ス
の
作
品
な
ど
の

展
示
を
行
い
ま
す
。
会
期
中
の
土・

日
曜
日
に
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
限
定

の
ミ
ニ
パ
ラ
ソ
ル
の
制
作
や
バ
テ

ン
レ
ー
ス
を
染
め
る
作
業
の
体
験

が
で
き
ま
す
。

時
12
月
７
日
㊏

～
15
日
㊐
午
前�

10
時
～
午
後
４

時●
ま
ゆ
玉
飾
り
制
作
体
験

　
古
く
か
ら
五
穀
豊
穣
、
商
売
繁

盛
、
家
内
安
全
な
ど
を
願
う
行
事

と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
「
ま

ゆ
玉
飾
り
」
の
制
作
体
験
を
開
催

し
ま
す
。

時
令
和
７
年
１
月
５
日
㊐
○
午
前�

の
部
＝
午
前
10
時
～
、○
午
後
の
部�

＝
午
後
２
時
～　
定
各
回
５
人（
申

込
順
）　
申
12

月
10
日
㊋
〜
28

日
㊏
の
間

上
越
市
合
併
20
周
年
記
念 

令
和
７
年
上
越
市
新
年
祝
賀
会

時
令
和
７
年
１
月
６
日
㊊
午
前
11

時
～　
所
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上

越　
費
７
０
０
円
（
中
止
の
場
合

は
返
金
し
ま
せ
ん
が
、
後
日
、
名

簿
を
配
布
し
ま
す
）　
申
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
会
費

を
添
え
て
、
12
月
13
日
㊎
ま
で
に

受
付
場
所
へ
。
申
込
用
紙
は
受
付

場
所
に
あ
る
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す　

○
受
付
場
所
＝
市
民
課
、
各
総
合

事
務
所
、
南
・
北
出
張
所
、
市
民

プ
ラ
ザ
、
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
、
上

越
商
工
会
議
所
、
Ｊ
Ａ
え
ち
ご
上

越
本
店 

※
市
民
プ
ラ
ザ
、
オ
ー

レ
ン
プ
ラ
ザ
以
外
は
平
日
の
み　

他
軽
食
な
ど
の
提
供
は
行
い
ま
せ

ん　
問
秘
書
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
１
２
）、
上
越
商
工

会
議
所
（
☎
０
２
５
・
５
２
５
・

１
１
８
５
）、
Ｊ
Ａ
え
ち
ご
上
越

本
店
（
☎
０
２

５
・
５
２
７
・

２
０
０
１
）

第
６
回
地
域
ク
ラ
ブ
フ
ェ
ア

　
子
ど
も
た
ち
の
地
域
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
活
動
の
振

興
を
図
り
、子
ど
も
た
ち
の「
や
っ

て
み
た
い
」
活
動
を
見
つ
け
る
場

と
し
て
開
催
し
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ・

文
化
芸
術
団
体
に
よ
る
活
動
紹
介

や
体
験
会
を
行
い
ま
す
。

時
12
月
21
日
㊏
午
前
10
時
～
午
後

３
時　
所
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上

越　
対
幼
児
～
中
学
生
と
そ
の
保

護
者　
費
参
加
無
料（
体
験
の
内
容

に
よ
り
有
料
）　
問
地
域
ク
ラ
ブ
活

動
推
進
室
（
☎

０
２
５
・
５
４

５・９
２
６
７
）

絵
本
と
お
は
な
し
の
へ
や

　
読
み
語
り
ジ
ャ
ッ
ク
の
会
の
皆

さ
ん
に
よ
る
、エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

や
大
き
な
絵
本
な
ど
を
使
っ
た
お

は
な
し
会
で
す
。

時
所
12
月
７
日
㊏
（
高
田
図
書

館
）、
14
日
㊏
（
直
江
津
図
書
館
）

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら
45
分
程

度　
問
高
田
図

書
館
（
☎
０
２

５
・
５
２
３
・

２
６
０
３
）

英
語
の
わ
ら
べ
う
た
の
会

ス
ペ
シ
ャ
ル

　
英
語
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、

英
語
の
わ
ら
べ
う
た
を
歌
い
ま
す
。

時
12
月
８
日
㊐
午
前
11
時
か
ら
30

分
程
度　
所
問
高

田
図
書
館
（
☎
０

２
５
・
５
２
３
・

２
６
０
３
）

リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越 

第
４
期
テ
ニ
ス
教
室
、第
３
期
水
泳
教
室

　
コ
ー
ス
や
日
時
、
定
員
、
受
講

料
な
ど
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
問
第
４
期
テ
ニ
ス
教
室
＝
12
月

８
日
㊐
以
降
、
第
３
期
水
泳
教
室

＝
12
月
10
日
㊋
以
降
に
、
往
復
は

が
き
ま
た
は
直
接
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ

ラ
ザ
上
越
（
☎
０
２
５・５
４
４・

２
１
２
２
）
の

窓
口
で
（
申
込

順
）企

画
展 

「
探
検
！
む
か
し
の
く
ら
し
」

　
大
正
か
ら
昭
和
時
代
に
か
け
て
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
道

具
を
当
時
の
写
真
と
と
も
に
紹
介

し
ま
す
。

時
11
月
29
日
㊎
～
令
和
７
年
３
月

９
日
㊐
○
11
月
ま
で
＝
午
前
９
時

～
午
後
５
時
、
○
12
月
～
３
月
＝

午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
休
館
日

＝
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の

翌
日
）、
年
末
年
始
）　
費
一
般
５

１
０
円
、
小
・
中
学
生
、
高
校
生

２
６
０
円　
※
幼

児
お
よ
び
市
内
の

小
・
中
学
生
は
入

館
無
料　
所
問
歴

史
博
物
館
（
☎
０

２
５
・
５
２
４
・

３
１
２
０
）

上
越
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会 

「
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

　
「
女
性
の
た
め
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
」「
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
健
康

体
操
」「
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
」「
気

分
・
体
ス
ッ
キ
リ
体
操
」「
健
康

ト
ラ
ン
ポ
ビ
ク
ス
教
室
」
を
開
催

し
ま
す
。
運
動
不
足
に
な
り
が
ち

な
寒
い
時
期
に
、
楽
し
く
体
を
動

か
し
ま
し
ょ
う
。

時
令
和
７
年
１
月
～
３
月　
所
上

越
市
総
合
体
育
館
ほ
か　
定
各
教

室
25
人
程
度
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
）　
費
各
教
室
７
千
円

（
全
10
回
分
）　
申
問
12
月
25
日
㊌

ま
で
に
上
越
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会（
☎

０
２
５
・
５
２

５・４
１
１
９
）

詳しくは詳しくは

詳しくは詳しくは

詳しくは詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
プ
ー
ル 

第
３
期
大
人・子
供
水
泳
教
室

時
令
和
７
年
１
月
９
日
㊍
～
３
月

28
日
㊎　
申
12
月
１
日
㊐
午
前
９

時
～
10
日
㊋
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
）　
問
オ
ー
ル
シ
ー
ズ

ン
プ
ー
ル
（
☎

０
２
５
・
５
２

４・３
１
３
０
）

鵜
の
浜
人
魚
館
健
康
教
室

　
令
和
７
年
１
月
か
ら
、
大
人
向

け
の
水
泳
や
ヨ
ガ
な
ど
の
健
康
教

室
を
開
講
し
ま
す
。

　
教
室
名
、
日
程
、
参
加
費
、
定

員
な
ど
の
詳
細
は
、
人
魚
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
問
12
月
11
日
㊌
午
前
10
時
30
分

以
降
に
鵜
の
浜

人
魚
館
（
☎
０

２
５・５
３
４・

６
２
１
１
）

上
越-

健
康
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム 

（
ｊ-

ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
）教
室

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ�

や
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、自�

身
の
体
組
成
と
運
動
機
能
を
測
定

し
ま
す
。
生
活
習
慣
病
や
肥
満
の

予
防
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

時
令
和
７
年
１
月
22
日
～
３
月
12

日
の
間
の
毎
週
水
曜
日（
全
８
回
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
※
初

回
の
み
正
午
ま
で　
所
上
越
市
総

合
体
育
館　
対
20
歳
以
上
の
市
民　

定
30
人
（
抽
選
）　

費
２
千
円　

申
問
12
月
25
日
㊌
ま
で
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま

た
は
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎
０
２

５
・
５
４
５
・

９
２
４
６
、

sports-k@
city.joetsu.
lg.jp

）
小
川
未
明
文
学
館
の 

も
よ
お
し

所
問
小
川
未
明
文
学
館
（
☎
０
２

５
・
５
２
３
・
１
０
８
３
）

●
小
川
未
明
文
学
館
特
集
展
示

　
「
１
０
０
年
前
の
未
明
―
１
９
２
５
年
―
」

　
小
川
未
明
は
、
１
９
２
５
（
大

正
14
）
年
に
日
本
小
説
家
協
会
の

会
員
と
な
り
社
会
主
義
的
小
説
を

執
筆
す
る
一
方
、
童
話
「
月
と

海あ
ざ
ら
し豹

」「
砂
漠
の
町
と
サ
フ
ラ
ン
酒
」

「
負
傷
し
た
線
路
と
月
」
な
ど
今

日
ま
で
知
ら
れ
る
多
く
の
名
作
を

発
表
し
ま
し
た
。
１
０
０
年
前
の

未
明
の
精
力
的
な
１
年
に
焦
点
を

当
て
て
紹
介
し
ま
す
。

時
12
月
20
日
㊎
～
令
和
７
年
６
月

18
日
㊌
午
前
10
時
～
午
後
６
時（
休

館
日
＝
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

そ
の
翌
日
）、第
３
木
曜
日
、12
月

29
日
㊐
～
令
和
７
年
１
月
３
日
㊎
）

●「
サ
ン
タ
さ
ん
お
願
い
！
」

　
ク
リ
ス
マ
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
サ
ン
タ
さ
ん
へ
の
願
い
事
を
書

い
て
、
文
学
館
の
掲
示
板
に
貼
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
は
も
ち

ろ
ん
、
大
人
の
参
加
も
大
歓
迎
で

す
。
大
き
な
願
い
か
ら
小
さ
な
願

い
ま
で
、
あ
な
た
の
願
い
事
を
書

い
て
み
ま
せ
ん

か
。

時
12
月
25
日
㊌

ま
で牧

ふ
れ
あ
い
体
験
交
流
施
設

「
も
ち
つ
き
体
験
」

　
お
正
月
用
の
も
ち
を
作
り
ま
す
。

昼
食
に
は
、
牧
区
の
食
材
が
た
く

さ
ん
入
っ
た
お
雑
煮
を
提
供
し
ま
す
。

時
12
月
22
日
㊐
午
前
９
時
～
午
後

１
時　
定
15
人
（
抽
選
）　
費
３

５
０
０
円　
申
問
12
月
10
日
㊋
ま

で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
よ
も
ぎ
の
会（
牧

ふ
れ
あ
い
体
験
交
流
施
設
内
、
☎

０
２
５
・
５
２
９
・
３
１
５
０
）

高
田
世
界
館
１
１
３
映
画
祭

　
国
立
映
画
ア
ー
カ
イ
ブ
の
協
力

に
よ
り
、
日
本
ア
ニ
メ
の
歴
史
を

画
し
た
劇
場
用
長
編
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
映
画
の
代
表
作
４
本
を
上

映
し
ま
す
。

　
上
映
時
間
な
ど
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

時
12
月
７
日
㊏
～
８
日
㊐
（
各
日

2
本
ず
つ
上
映
予
定
）　
定
各
回

１
７
０
人（
当
日
先
着
順
）　
費
１

作
品
５
０
０
円　
他
上
映
作
品
＝

「
西
遊
記
」、「
太
陽
の
王
子
ホ
ル

ス
の
大
冒
険
」、「
長
靴
を
は
い
た

猫
」、「
銀
河
鉄
道
の
夜
」　
問
高

田
世
界
館
（
☎

０
２
５
・
５
２

０・７
６
２
６
）

く
る
み
家
族
園
の
も
よ
お
し

所
問
く
る
み
家
族
園（
☎
０
２
５・

５
４
４
・
７
４
４
０
）

●
イ
ベ
ン
ト
湯

時
ゆ
ず
の
湯
＝
12
月
22
日
㊐
、
松

竹
梅
の
湯
＝
令
和
７
年
１
月
３
日

㊎
の
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後

８
時
30
分　
費
一
般
４
２
０
円
、

小
・
中
学
生
２
１
０
円
（
シ
ニ
ア

パ
ス
ポ
ー
ト
、
障
害
者
手
帳
な
ど

の
提
示
に
よ
る
割
引
制
度
あ
り
）

●
新
春
イ
ベ
ン
ト

　
来
園
者
に
特
製
豚
汁
を
振
る
舞

い
ま
す
。

時
令
和
７
年
１
月
３
日
㊎
午
前
10

時
〜
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

ク
リ
ス
マ
ス 

お
や
こ
フ
ェ
ス
２
０
２
４

　
「
子
育
て
を
応
援
し
た
い
」
と

い
う
地
元
の
企
業
・
団
体
や
個
人

が
、
親
子
で
楽
し
め
る
各
種
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
な
ど
の
ブ
ー
ス
を
出
展

し
ま
す
。
ま
た
、
助
産
師
へ
の
相

談
や
上
越
お
も
ち
ゃ
病
院
も
出
張

開
設
し
ま
す
。

時
12
月
14
日
㊏
午
前
10
時
30
分

～
午
後
３
時　
所
市
民
プ
ラ
ザ　

 

費
入
場
無
料（
体
験
料
な
ど
別
途
）　

問
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
ミ
ー
ズ
・

ネ
ッ
ト
（
☎
０
２
５
・
５
２
６
・

１
０
９
９
）

冬
季 

初
中
級
テ
ニ
ス
教
室

時
令
和
７
年
１
月
８
日
～
３
月
26

日
の
間
の
水
曜
日
、
午
後
７
時

～
９
時
（
１
月
29
日
、
２
月
12
日

を
除
く
全
10
回
）　
所
リ
ー
ジ
ョ

ン
プ
ラ
ザ
上
越　
対
18
歳
以
上　

�

定
30
人（
抽
選
）　
費
９
千
円（
保

険
料
込
み
）　
他
ラ
ケ
ッ
ト
を
持
っ

て
い
な
い
人
に
は
貸
し
出
し
ま

す　
申
問
12
月
23
日
㊊
ま
で
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
往
復
は

が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
上

越
市
テ
ニ
ス
協
会
の
植
木
さ
ん

（
〒
943
・
0834 

西
城
町
２
・
４
・
８
、

☎
０
２
５
・
５
２
６
・
１
８
３

７
）
ま
た
は
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら

詳しくは詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは

協会ホームページ
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正
善
寺
工
房「
加
工
体
験
教
室
」

申
問
申
し
込
み
方
法
や
定
員
な
ど

詳
し
く
は
、
正
善
寺
工
房
（
☎
０

２
５
・
５
２
３
・
０
６
２
１
）

●
た
く
あ
ん
漬
け
教
室

時
12
月
６
日
㊎
午
前
10
時
～

費
６
５
０
円
（
材
料
費
別
途
）

●
減
塩
レ
シ
ピ

　
ク
リ
ス
マ
ス
の
料
理
教
室

時
12
月
７
日
㊏
午
前
10
時
～

費
２
０
０
０
円

●
そ
ば
打
ち
教
室

時
12
月
14
日
㊏
午
前
９
時
30
分
～　

費
２
２
０
０
円

●
旬
の
地
場
野
菜
料
理
教
室

時
12
月
17
日
㊋
午
前
10
時
～

費
１
８
０
０
円

●
キ
ム
チ
作
り
教
室

時
12
月
18
日
㊌
午
前
10
時
～

費
１
６
０
０
円

●
ハ
リ
ハ
リ
漬
け
教
室

時
12
月
24
日
㊋
午
前
10
時
～

費
２
０
０
０
円

●
そ
ば
打
ち
教
室

時
令
和
７
年
１
月
11
日
㊏
午
前
９

時
30
分
～　
費
２
２
０
０
円

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

「
つ
ど
い
」

　
認
知
症
の
人
や
介
護
家
族
、認
知�

症
の
介
護
に
関
心
が
あ
る
人
で
情

報
交
換
や
悩
み
な
ど
を
聞
き
ま
す
。

時
12
月
21
日
㊏
午
後
1
時
30
分

～
３
時
30
分　
所
市
民
プ
ラ
ザ　

�

費
２
０
０
円　
問
認
知
症
の
人
と

家
族
の
会
新
潟
県
支
部
上
越
地
区

田
中
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
１
４
２

３
・
０
６
７
５
）

上
越
科
学
館
の
も
よ
お
し

所
申
問
上
越
科
学
館
（
☎
＆
FAX

０
２
５
・
５
４
４
・
３
９
３
９
）　

費
無
料
（
入
館
料
別
途
）

●
新
春
特
別
企
画「
新
春
！
初
工
作
」

　
科
学
遊
び
と
正
月
を
掛
け
合
わ

せ
た
工
作
な
ど
を
行
い
ま
す
。

時
令
和
７
年
１
月
２
日
㊍
～
５
日

㊐
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終

入
館
は
午
後
４
時
30
分
）

●
ミ
ニ
特
別
展
「
高
橋
和
真
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ク
ラ
フ
ト
展 
空
箱
工

作
進
化
形
Ⅱ
」

時
12
月
21
日
㊏
～
令
和
７
年
２
月

２
日
㊐
午
前
９

時
～
午
後
５
時

（
最
終
入
館
は

午
後
４
時
30
分
）

上
越
人
材
ハ
イ
ス
ク
ー
ル　

受
講
生
募
集

○
エ
ク
セ
ル
基
礎

○
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス

○�

日
商
Ｐ
Ｃ
検
定　
文
章
作
成

　
級
別
２
級
・
３
級

○�

日
商
Ｐ
Ｃ
検
定　
デ
ー
タ
活
用　

級
別
２
級
・
３
級

○
Ｊ
Ｗ-

Ｃ
Ａ
Ｄ

申
問
上
越
人
材
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
（
☎

０
２
５・５
２
３・

２
６
９
０
）

上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
施
設
内
で
実
施
し
て
い
る
職
業

訓
練
の
説
明
と
、
施
設
の
見
学
を

行
い
ま
す
。
※
申
し
込
み
が
必
要

時
12
月
14
日
㊏
、
令
和
７
年
１
月

18
日
㊏
、
2
月
15
日
㊏
の
午
後
１

時
30
分
～
３
時　
申
問
上
越
テ
ク

ノ
ス
ク
ー
ル
（
☎
０
２
５
・
５
４

５
・
２
１
９
０
）

普
通
救
命
講
習

　
成
人
の
心
肺
蘇
生
法
、
異
物
除

去
、
止
血
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

時
令
和
７
年
１
月
19
日
㊐
午
前
９

時
～
正
午　
所
上
越
地
域
消
防
局　

定
30
人
（
申
込
順
）　
申
問
12
月

30
日
㊊
～
１
月
５
日
㊐
の
間
に
上

越
消
防
署
（
☎
０
２
５・５
４
４・

０
１
１
９
）

さ
い
が
た
医
療
セ
ン
タ
ー 

市
民
公
開
講
座

　
年
齢
と
と
も
に
筋
力
や
心
身
の

活
力
が
低
下
し
、
介
護
が
必
要
に

な
り
や
す
い
虚
弱
な
状
態
「
フ
レ

イ
ル
」に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、そ

の
予
防
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
で
す
。

時
12
月
14
日
㊏
午
後
１
時
～
２
時

30
分　
所
市
民
プ
ラ
ザ　
講
Ｎ
Ｈ

Ｏ
さ
い
が
た
医
療
セ
ン
タ
ー
摂
食

嚥え
ん

下げ

障
害
看
護
認
定
看
護
師
・
山

口
和か

ず
幸ゆ

き
氏
ほ
か　
定
１
０
０
人（
当

日
先
着
順
）　
問
Ｎ
Ｈ
Ｏ
さ
い
が

た
医
療
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
・

５
３
４
・
３
１
３
１
）

ズ
バ
ッ
と
解
決
上
越 

第
12
回
お
困
り
ご
と
相
談
会

●
困
り
ご
と
相
談

　
不
用
品
買
取
り
処
分
、
パ
ソ
コ

ン
Ｉ
Ｔ
、
法
律
相
談
そ
の
他
暮
ら

し
の
お
困
り
事
な
ど
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●
ミ
ニ
講
座

○�

知
っ
て
得
す
る
ス
マ
ホ
・
パ
ソ

コ
ン
の
知
識

○�

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
フ
リ

マ
ア
プ
リ
の
便
利
な
活
用
法

○
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
屋
根
材

時
12
月
15
日
㊐
午
後
１
時
～
４
時　

所
市
民
プ
ラ
ザ　
他
当
日
参
加
も

可
能
で
す
が
、
事
前
に
申
し
込
み

し
た
人
を
優
先
し
ま
す　
申
問
ズ

バ
ッ
と
解
決
上
越
事
務
局
（
☎
０

８
０
・
２
５
３

４・３
７
３
４
）

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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ワ
ー
ク
パ
ル
上
越 

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
マ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ

講
座
「
コ
ー
ラ
ス
講

座
」
受
講
者
と
、
ゲ

ス
ト
「
Ｊ
．
Ｏ
．
Ｙ

ゴ
ス
ペ
ル
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

時
12
月
14
日
㊏
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　
定
１
０
０
人
（
当
日

先
着
順
）　
所
問
ワ
ー
ク
パ
ル
上

越
（
☎
０
２
５
・
５
４
５
・
５
１

１
１
）

●第２回上越演芸大全
　多種多彩な演芸家たちによる祭典。一流の芸をお楽し
みください。
時令和７年３月２日㊐午後２時開演　他出演＝春風亭昇太、
立川晴

はれ
の輔

すけ
（落語家）、玉川太

だい
福
ふく

（浪曲師）、江戸家猫八（動
物ものまね）　費一般4,000円、高校生以下1,500円（全
席指定、チケット発売日＝12月22日㊐）※３歳未満入場不可
●2025～27 スターダスト☆レビュー 45周年ツアー
　４人組バンドSTARDUST REVUEが上越にやってきます。観客を魅了し続ける
エンターテインメントのステージをぜひご堪能ください。
時３月23日㊐午後５時30分開演　費一般8,800円、A席8,000円（全席指定、チケッ
ト発売日＝12月21日㊏）※未就学児入場不可　
●南こうせつコンサートツアー2025～神田川～
　日本のフォークシンガー南こうせつが、「神田川」をは
じめとする名曲の数々と楽しいトークをお届けします。
時４月５日㊏午後３時開演　費一般7,500円（全席指定、
チケット発売日＝12月15日㊐）

上越文化会館のもよおし
�  ところ・申し込み・問合せ…上越文化会館（☎025-525-4103）

●クリスマスコンサート
　クリスマスにちなんだ曲の演奏と歌を親子で楽しみます。
時12月７日㊏午前10時30分～11時ごろ　所市民
プラザ　対子どもとその保護者※子どもの年齢制限
はありませんが、乳幼児向けです
●講座「いっしょに考えてみませんか？私の子育て」
　しつけの悩み、ストレスの解消などをテーマに、
育児中の仲間と共に自分に合った子育てを学びます。
時令和７年１月17日～２月21日の間の毎週金曜日、
午前10時～正午（全６回）　所オーレンプラザ　対
３歳までの子どもの保護者で全６回参加できる人　
定12人（抽選）　申12月22日㊐まで
保育ルームあり 対６カ月以上～就園前　定12組（抽

選）　申12月22日㊐まで
●すくすくプラザ第３期（３回連続講座）
時○第１回「こどもの食事どうしてる？」＝令和７
年１月22日㊌　○第２回「何をして遊んでいるの？」
＝１月29日㊌　○第３回「これから何が心配？」＝
２月５日㊌いずれも午前10時～11時　所オーレン
プラザ　対令和５年９月～12月生まれの赤ちゃんと
その保護者　定15組（抽選）　申12月18日㊌まで

こどもセンターのもよおし
 申し込み・問合せ…オーレンプラザこどもセンター（☎025-525-0355）

●音楽で人と人とをつなぐ「“オーレンピアノ”コンサート」
　８月から11月までのオーレンピアノの演奏者が出演
する今年２回目のコンサートです。フルコンサートピア
ノ「ヤマハCFX」でのソロ演奏や歌、楽器とのコラボレー
ションなど多彩な演奏が楽しめます。
時12月８日㊐午後１時30分～４時30分
●音楽で楽しむ「オーレン“クリスマスフェスティバル”」
　上越交響楽団と上越市民吹奏楽団、央友会合唱団によ
る３部構成のクリスマスコンサートです（飲食店の出店あり）。
時12月22日㊐　①ファミリーコンサート（観覧無料）＝
午前11時～（開場＝午前10時30分）②合唱団のロビーコ
ンサート（観覧無料）＝午後１時～ ③コンサート（有料）
＝午後２時～（開場＝午後１時30分）　費③＝一般1,000
円、高校生以下500円（全席自由。未就学児入場不可。チケッ
トは11月25日㊊以降にオーレンプラザで販売）
●ピアノで楽しむ「オーレン“クリスマスおはなし会”」
　ピアノ演奏と共に紙芝居と読み聞かせを行います。お
はなし会以外の時間はクリスマスソングなど
を演奏します。
時12月25日㊌　○ピアノ演奏＝午前10時～
11時、午後１時～２時　○おはなし会＝午
前11時～11時30分、午後２時～２時30分

オーレンプラザのもよおし
 ところ・問合せ…高田城址公園オーレンプラザ（☎025-525-1311）

詳しくは
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戸隠スキー場2024-2025

個性と魅力あふれる「ながのラーメン」

　上質な雪と絶景が魅力の戸隠スキー場では、全19コースのバリエーショ
ンに富んだコースを満喫できます。初心者から上級者まで幅広いお客様
にお楽しみいただけるスキー場です。イベントも多数開催予定ですので、
ぜひお出かけください。
時12月14日㊏～令和７年３月31日㊊※積雪・ゲレンデ状況により変更
の場合があります　問戸隠スキー場（☎026-254-2106）

　長野市には、しょうゆやみそ、塩、豚骨、鶏
とり

白
ばい

湯
たん

など、個性
豊かで独自の味にこだわり抜いたおいしいラーメンの店が数
多くあります。ひとつの型にはまらない、いろいろな魅力を
楽しめる「ながのラーメン」を味わいに、ぜひお越しください。
問長野市観光振興課（☎026-224-8316）

詳しくは

集客プロモーション
パートナー都市 からのお知らせ長野県長野市

日本海高岡なべ祭り
　高岡の伝統産業の技術で作った直径２mの大鍋で、新鮮な魚介類や野菜を盛り込んだ豪快な鍋を楽しめる、高
岡の冬を代表するイベントです。海鮮シチュー、カニ汁、カキ鍋、ごっつお鍋など、さまざまな種類のお鍋を一
度に味わうことができます。デジタルスタンプラリーなど楽しいイベントも併せて
開催します。ぜひ会場に足をお運びください。
※�会場の情報やなべの売れ行き情報などは、「たかおかストリート」ホー

ムページをご覧ください。
時令和７年１月11日㊏、12日㊐　所高岡市中心市街地　
費１食500円～（数量限定。なくなり次第終了）　問日本海高岡なべ祭
り実行委員会（事務局：末広開発㈱、☎0766-20-0555）

詳しくは

集客プロモーション
パートナー都市 からのお知らせ富山県高岡市

公式ホームページ 公式X

　「花」をテーマにした絵画・工
芸などの美術作品を展示します。
時12月７日㊏～令和７年３月
９日㊐午前10時～午後４時（休
館日＝月曜日（祝日の場合は
その翌日)、祝日の翌日、12月
29日㊐～１月３日㊎）　費一般
510円、小・中学生、高校生260円　※未就学児およ
び市内の小・中学生は入館無料　

●作品鑑賞会
時12月14日㊏、令和７年１月11日㊏、３月１日㊏の
午後２時～　費無料（入館料別途）
●花のハーバリウム作り
　展覧会にちなんで、花のハーバリウムを作ります。
時３月１日㊏午後３時～４時　対中学生以
上　定20人（申込順）　費600円　申12
月６日㊎以降にメール・電話で受け付け。
氏名・電話番号をお伝えください

詳しくは
仲田大二《瞽女と花》

コレクション展「花にまつわる物語」
 ところ・申し込み・問合せ…小林古径記念美術館（☎025-523-8680、  kokei-koza@city.joetsu.lg.jp）
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男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
登
録
団
体
、

男
女
共
同
参
画
サ
ポ
ー
タ
ー

　
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

と
の
定
期
的
な
意
見
交
換
な
ど
を

通
じ
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
へ
向
け
て
一
緒
に
活
動
し
ま

せ
ん
か
。

●
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

登
録
団
体

対
市
内
を
中
心
に
、
継
続
し
て
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
貢
献

す
る
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
で
、

構
成
員
が
５
人
以

上
な
ど

●
男
女
共
同
参
画
サ
ポ
ー
タ
ー

対
男
女
共
同
参
画

に
関
心
が
あ
る
市

内
在
住
・
在
勤
の

18
歳
以
上
の
人

申
問
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
２
５
・
５
２
７
・
３

６
２
４
）

上
越
市
入
札
監
視
委
員
会
委
員

　
市
の
入
札
手
続
や
契
約
の
制
度

な
ど
を
審
査
・
検
討
し
ま
す
。

対
20
歳
以
上
の
市
民
で
、
次
の
い

ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
人

・�

入
札
参
加
資
格
を
有
す
る
事
業

所
に
勤
め
て
い
る
人
、
密
接
な

関
係
が
あ
る
人

・�

上
越
市
（
合
併
前
の
旧
町
村
を

含
む
）
の
職
員
で
あ
っ
た
人

定
２
人
以
内　
他
○
任
期
＝
令
和

７
年
４
月
１
日
～
令
和
９
年
３
月

31
日　
○
報
酬
＝
市
が
定
め
る
額

（
交
通
費
別
途
）　
申
問
令
和
７
年

２
月
３
日
㊊
ま
で
に
契
約
検
査
課�

（
☎
０
２
５・５
２

０
・
５
６
４
４
）、

各
総
合
事
務
所
、

南
・
北
出
張
所

上
越
市
地
産
地
消
推
進
の
店

　
市
で
は
、
上
越
産
品
を
積
極
的

に
取
り
扱
う
お
店
を
「
上
越
市
地

産
地
消
推
進
の
店
」
に
認
定
し
て

い
ま
す
。
認
定
店
の
情
報
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
く
周
知

し
、
地
産
地
消
に
取
り
組
む
お
店

と
し
て
応
援
し
て
い
ま
す
。

時
随
時
受
け
付
け　
対
市
の
認
定

基
準
を
満
た
す
小
売
店
や
飲
食
店
、

宿
泊
施
設　
申
問
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム
で
申
し
込
む
か
、
申
請
書
に

事
業
計
画
書
を
添
え
て
農
政
課（
☎

０
２
５
・
５
２

０
・
５
７
４
７
）

へ
。
申
請
書
類
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す

募
　
集

登録団体サポーター

詳しくは詳しくは

●「カスカベ防衛隊と人類おさかな計画の謎
　meets 上越市立水族博物館 うみがたり」
　漫画やアニメで大人気の作品『クレヨンしんちゃん』
とコラボレーションし、海の生きものをテーマにした
謎解きイベント「カスカベ防衛隊と人類おさかな計画
の謎 meets 上越市立水族博物館 うみがたり」を開

催中です。オリジナルの謎解きゲームを楽しみながら、
海の生きものや環境問題について学ぶことができます。
そのほか、オリジナル解説板やキャラクターパネルの
掲示など、館内全体で『クレヨンしんちゃん』の世界
観を楽しめます。
Ⓒ臼井儀人／双葉社・シンエイ・テレビ朝日・ADK
時令和７年４月13日㊐まで
●ちびっ子年パスキャンペーン
　年間パスポートを持っている家族の４歳未満児を対
象に、無料で年パス風カードを作成します。
※�家族は、兄弟姉妹・両親・祖父母が対

象です。年間パスポートの特典は利用
できません。

時12月１日㊐～22日㊐

詳しくは

上越市立水族博物館「うみがたり」のもよおし
 ところ・問合せ…上越市立水族博物館（☎025-543-2449、 info@umigatari.jp）
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問合せ

予　約
問合せ

と　き
ところ

と　き
ところ

家庭内の問題、近隣間のもめ事や
名誉毀

き

損
そん

、いじめなどの人権問題
の相談

創業や経営改善、資金繰りなど、
経営に関する個別の相談（１件
60分以内）

特設人権相談所

経営に関する
個別相談会

新潟地方法務局上越支局
（☎025-525-4163）

産業政策課　商業・中心市街
地活性化推進室
（☎025-520-5734）

12月20日㊎午前９時30分～
午後０時30分・市民プラザ

12月18日㊌午後１時30分～
４時50分・市役所木田第二
庁舎

予約
不要

要
予約

対15歳～49歳の就労に悩む人や
その家族

電話による相談も随時受け付け
時 ㊊・㊋・㊍・㊎（祝日、12月
29日㊐〜令和７年１月３日㊎を除
く）午前９時～正午、午後１時～
４時

障がい者就業・生活支援セ
ンターさくら（☎025-538-
9087）

12月19日㊍午前10時～正
午・福祉交流プラザ

予　約
問合せ

と　き
ところ

対障害者手帳を持っているまたは
診断を受けている人で、就労を目
指している人

障害のある人の
就労相談会

要
予約

上越地域若者サポートステー
ション（☎025-524-3185）
※予約は前日午後５時まで

新潟県交通事故相談所
（☎025-280-5750）

12月19日㊍午後２時～４時・
ハローワーク上越

12月17日㊋午後１時～３時・
上越地域振興局

予　約
問合せ

予　約
問合せ

と　き
ところ

と　き
ところ

上越地域若者サポート
ステーション出張相談会

交通事故巡回相談

要
予約

要
予約

税に関する相談

関東信越税理士会高田支部事
務局（☎025-523-6557）

12月17日㊋午前10時～正
午・関東信越税理士会高田支
部（本町５）

予　約
問合せ

と　き
ところ

税務相談会要
予約

問合せ

と　き
ところ

予　約
問合せ

と　き
ところ

国が設置した事業承継の窓口機関
の専門家による相談会
対中小企業者

事業承継・引継ぎに
関する個別相談会

産業政策課
（☎025-520-5729）

12月20日㊎午後１時～５時・
市役所木田第二庁舎

要
予約

相談は電話、面談のどちらでも可
対認知症の人やその家族

認知症に関する相談

新潟県認知症コールセンター
（☎025-281-2783)

月～金曜日の午前９時～午後
５時（祝日、年末年始を除く）・
新潟ユニゾンプラザ（新潟市
中央区上所）

問合せ

と　き
ところ

予約
不要

先輩起業家との起業方法や起業後
の留意点などに関する相談
対起業を検討中、起業後間もない
人

起業支援相談窓口

bibit（ビビット）スタート
アップ相談所
（☎050-5527-6242）

月～土曜日の午前９時～午後
５時（祝日を除く）・bibit（ビ
ビット)（本町４）

予約
不要

建築住宅課
（☎025-520-5786）

大潟商工会
（☎025-534-3211）

❶12月10日㊋・建築住宅課
❷�21日㊏・全日本不動産協
会上越事務所（栄町２）

❸�24日㊋・上越宅建会館（春
日野１）

いずれも午後１時～５時
12月５日㊍午前10時～正午・
大潟商工会

予　約
問合せ

予　約
問合せ

と　き
ところ

と　き
ところ

空き家の売買や賃貸に関する相談
（予約時に「空き家登録シート」
の提出が必要）

中小企業者を対象とする法律相談
（１件30分程度）

空き家相談会弁護士による法律相談 要
予約

要
予約各種無料相談

予約が必要な相談があります。
詳しくは、各問合せ先に
問い合わせてください。
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23日㊊・24日㊋に各町内会へ
お届けし、各世帯にお配りしま
す。届かない世帯の人は、広報
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ご連絡ください。

編
集
　
上
越
市 

総
務
部 

広
報
対
話
課

〒
943・8601
新
潟
県
上
越
市
木
田
１・１・３

☎
０
２
５・５
２
６・５
１
１
１ 上越市ホームページアドレス https://www.city.joetsu.niigata.jp/

（古紙パルプ配合率70％再生紙を使用）

「
広
報
上
越
」の
電
子
版
が
、

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

マチイロ

カタログ
ポケット

荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間
～北前船寄港地・船主集落～

　北前船が栄えた時代、直江津は「今
いま
町
まち
」と呼ばれ、高田藩の外港で

ある今町の港には北前船が寄港しました。さらに鉄道が開通すると、
直江津は海陸の要所として大いににぎわいました。

日本
遺産

　「船箪笥」は、北前船の中で金庫として使われていました。盗難などから中身を守るために頑丈な
作りになっているだけでなく、万一遭難したときには水に浮くようになっており、また、中身が濡れ
ることもないような精巧な作りでした。
　「船手形」は、「船

ふな
鑑
かん
札
さつ
」とも呼ばれる北前船の営業許可書です。船手形や通行許可書である「往来

手形」などは北前船の船主・船頭にとって非常に大切なものだったため、帳簿などの重要な書類や現
金、印鑑などと一緒に船箪笥の中に入れられていました。

　今町は、10（文化年間以降は12）の個別町で一つの大きな町を形作って
いました。今町のとりまとめ役・大

おお
肝
ぎも
煎
いり
を長く務めた福永家に伝わる「福永

家文書」は、北前船寄港地であった今町の姿を今に伝えます。江戸時代に描
かれた絵図や図面を見ると、町並みは細長い短冊形の敷地に区画されている
ことが分かります。通りを挟んだ両側の町並みが一組となって、一つの個別
町を形成しています。例えば寄

より
町
まち
（現在の住吉町の辺り）は湊の荷

に
役
やく
に携わ

る人たちが居住するなど、各町はそれぞれの役割を担い、今町を形成してい
ました。
　また、「今町惣

そう
町
まち
寺院絵図」と現在の地図とを見比べてみると、町割りが

ほとんど変わっていないことも分かります。これは直江津の人たちが、繰り
返される大火に負けることなく、何度も江戸時代からの町並みを守り、復興
してきたことを示しています。

「船
ふな
箪
だん
笥
す
」と「船

ふな
手
て
形
がた
」

「福
ふく
永
なが
家
け
文
もん
書
じょ
」から見る今町のすがた

詳しくは

◀船箪笥（左）と船手形（右）
　（上越市立歴史博物館所蔵）

▲今町惣町寺院絵図
　（上越市立高田図書館所蔵）

上越市の人口・世帯数

88,828人
　  （-82人）

91,866人
　（-43人）女男

180,694人
　  （-125人）合計

数字は住民基本台帳に
基づくもの世帯数

出生
死亡

転入
転出

  77
247

 272
 227

＜人口増減内訳＞

77,712世帯（+33世帯）

令和６.11.１現在。（　）は前月との比較
　11月11日、上越妙高駅東口でイルミネーション
の設置作業が行われました。作業には、上越総合技
術高校電気科の生徒から参加いただき、楽しそう
におしゃべりをしながら、和気あいあいと作業を
進めている様子が印象的でした。イルミネーショ
ンは午後５時から11時まで点灯されています。お
立ち寄りの際はぜひご覧ください。

表紙のことば ： 冬の夜空をキラリと照らせ

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。
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